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はじめに 

東日本大震災からまもなく 8 年、文化庁の事業による東日本大震災の被災地方言に関す

る調査・研究、その後「方言の保存・継承」、「方言による地域活性化」をテーマとした活

動を続けてきた。方言の「保存・継承」とは、一体いかなるものか、その先に求められて

いる「地域の活性化」にどう貢献すれば良いのか、そこに方言研究者はどのように関わる

べきなのか、長く考え続けてきた。この活動を始めたときは、とにかく、被災地域の研究

者としてなすべき事だと決心して始めた。時間が経過してなお、文化庁の事業目的である

「方言の保存・継承」というテーマは本当に重いテーマである。 

2015 年度から教育のための教材・資料づくりのための基礎研究、続いて国語科としての

研究授業という実践的な応用研究へと発展した。また、被災地のみなさんを方言で元気づ

け・勇気付けることができるような企画を 2013 年から継続実施している。 

2016 年度からは、青森県語り部ネットワークを立ち上げ、翌年は県外の方々にもご参加

いただき、語り部間のつながりが生まれ、活動の幅を広げることができた。 

 

被災地のみなさんとの活動の中で、方言でこんなことをやりたい、こうするためにはど

うしたらいいかという地元の皆さんの方言に寄せる思いと向きあい、また同じ青森県に生

活しながら、どのようにして被災地の役に立てるか決心がつきかねていた学生たちに向き

合うことで、方言研究という「学問の力」を通して、被災地の役に立つような研究活動を

続けて来た。この報告書は、そうした研究活動の代表者である今村と八戸工業大学岩崎・

夏坂両氏、東奥義塾高校渋谷洋氏、弘前学院大学の学生の活動の記録である。 

さらに、柾谷伸夫氏・佐々木和子氏をはじめとする八戸童話会、南部昔コキャラバン隊

の吉田幾子氏、山内明子氏、八戸：上條佳子氏、木下勝貴氏、うみねこ演劇塾シニア班、

津軽：渋谷伯龍氏、千葉涼子氏・三橋光子氏、長谷川等氏、三戸：久慈瑛子氏、下北：越

膳昌子氏、土佐そう子氏、岩手県釜石市の漁火の会のみなさん、種市の大柳悦子氏とのご

縁で結ばれてなし得た企画である。また、岩手大学の大野眞男先生はじめ小島聡子氏、竹

田晃子氏にも、多大なご助力をいただいた。みなさま方のご尽力に感謝申し上げる。 

 

青森県の方言の魅力を体験し、郷土の文化を継承していくきっかけをみなさんに提供で

きたこと、被災地八戸と釜石のみなさん、それを応援しようとする心と心が「方言で繋が

る」ことができたことを、誇りに感じている。 

              弘前学院大学 文学部 今村かほる 
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1.本事業の概要 

今村かほる 

1.1 これまでの経緯 

東日本大震災における被災地域の方言の消滅の危機状況について、2011（平成 23）年度

文化庁委託事業報告書「東日本大震災において危機的な状況が危惧される方言の実態に関

する予備調査研究」において、東北大学が調査し報告をしたことに続き、2012（平成 24）

年度に青森県（弘前学院大学）・岩手県（岩手大学）・宮城県（東北大学）・福島県（福島大

学）・茨城県（茨城大学）の５県５大学により、被災地方言の実態把握と記録に着手した。

青森県では、特に青森県の被災地域の方言の記録を開始するとともに、被災地域や避難地

域で生じている方言を取り巻く現状について把握することを目指した。 

2013（平成 25）年度からは「方言の保存・継承」という新たな段階へと進み、各県・地

域ごとに特色のある研究活動が行われるようになった。青森県では、地域の方言の語りの

活動が盛んであり、そのみなさんと共に歩調を合わせ、大学が関わることの意義として学

問の力によって方言の魅力を発信していく取り組みを開始した。2018（平成 30）年度の取

り組みは、以下のとおりである。 

 

1.2 業務題目 

      発信！方言の魅力  かだるびゃ・かだるべし青森県の方言 2018 

 

1.3 業務の目的 

  明治以来、進められてきた方言撲滅・矯正、標準語化の教育政策により、当該地域を含

む東北各地は、方言に価値が見いだせないばかりか、トラウマやスティグマにさえ感じて

おり、いわば方言の価値の地盤沈下が起こっている。また、過疎化・高齢化という社会変

化も進んでおり、東日本大震災が発生するよりも前から東北方言は衰退していたことが、

2012（平成 24）年度からの文化庁委託事業による危機言語調査（青森県・岩手県・宮城県・

福島県・茨城県）により明らかになっている。 

今年度は、被災地地域住民の声や被災自治体からの声に直接、応えた企画を実施する他、

方言資料の調査・研究を開始する。また、方言の保存・継承、方言による地域活性化のた

めに、方言の主体としての地域住民の力を最大限に活用し、また研究者による支援を基盤

として、以下の目的を掲げて実施した。 

 

①本事業で組織した、県内各地で方言の読み聞かせや語りなどを通して方言の継承活動を

している団体や個人の「語り部ネットワーク」の活動を支援し、相互協力・学び合いの

場を提供する 

②文化としての方言を継承するための教育活動を支援する 

③南部弁を中心として、方言を身近に感じ、生活語としての活力を感じる 

④方言による地域活性化に資する 
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また、この事業に参加した学生たちも、地域住民のみなさんと活動することで地域理解

や文化継承への興味関心が高まり、地域の人材育成・世代を越えた交流という効果ももた

らしていることから、今年度も「学問の力」による地域貢献を目指した活動を目指した。 

 

1.4 活動の記録 

（1）青森県語り部ネットワーク会議研修会・講演の開催 

 平成 27年度、本事業により教育委員会・図書館・公民館の団体等からの紹介や情報検索

を基に、方言を中心とした読み聞かせや語りの活動を行っている団体やサークルなどに関

する情報についてアンケート調査を実施し、語り部同士の相互連絡組織として、青森県語

り部ネットワークを構築した。28 年度はそれに続き、組織を整えた。昨年度に続き、今年

度も、語り部の活動のためのいわば学問的後ろ盾として、語り部ネットワーク会議研修会

を継続開催した。 

さらに、方言をめぐる新しい取り組みとして、八戸工業大学の岩崎真梨子氏による若者

の方言に関するアンケート調査を基にした「若者と方言の繋がり ―若年層の方言使用と

方言保存活動―」のご講演と学生が開発中のＡＩアプリケーションにより、共通語から南

部弁への単語翻訳についての活動報告してもらった。  

また、方言研究者・語り部・国語教育に関わる現場の先生方の連携をすることで拡がる

「方言と共通語」の授業の充実に関し、「方言と共通語の教育と語り部の役割」と題して今

村かほるが講演した。 

（10 月 21日青森県総合社会教育センター） 

 

 これからの方言を考えるにあたり、若者の言語意識を知ることができた。また、方言と

ＡＩとの関りによる新たな可能性について、知ることができた。学生団体の活動を参考に、

方言に興味を持つ若い世代を育てる工夫を具体的に知り、知の共有を目指した。これらを

端緒として、県内の語り部ネットワークの活性化を図ることができた。 

 

（2）被災地の方言の力で地域を活性化し、方言を継承する活動 

①第 6回「南部弁の日」・「南部弁さみっと in 八戸」の開催 

 12 月 1 日（土）、八戸市ポータルミュージアム「はっち」にて、第 6 回「南部弁の日」

「南部弁さみっと in八戸」を岩手大学と共催して開催した。青森県教育委員会・八戸市教

育委員会からの後援をいただいた。 

地域の人々の反響が大きく、八戸市からも地域興しの一環としての方言の活用を期待さ

れている。このイベントは被災地域の住民からの開催の要望が強く、「方言で被災者を勇気

付け・元気付ける・地域を活性化する」企画として継続して取り組んだ。 

今年度は新たな参加者を獲得し、方言への興味・関心を集めようという工夫を行った。

そのため、まず、例年、語り部を目指す地域の住民や小中学生の方言劇の発表の場として

きた昼の部の内容を一新し、従来、夜の部で語っていただいた方々に昼の部でも語ってい

ただいた。 

夜の部は、語りのほかに、津軽弁と南部弁による二人芝居の方言劇という挑戦的取り組

みを新たに行った。 
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住民の他の地域の南部弁や津軽弁とも聞き比べてみたいという要望によって、岩手県の

南部弁（釜石方言）と津軽方言との聞き比べ企画を継続してきたが、今年度、新たに岩手

県の種市の方言も加わり、厚みが増した。 

子供達や市民の地域理解や文化継承、住民の方言による地域の活性化の手段として、「南

部弁の日」を充実し、地域を育てていく企画となった。 

 （12 月 1 日・八戸ポータルミュージアムはっちにて実施 

参加者：・南部昔コ約 90 名・南部弁さみっと in 八戸約 80 名） 

 

②南部弁さみっと in釜石の開催 

 「おらほ弁で語っぺし」（事務局：岩手大学）との共催による「南部弁さみっと in 釜石」

イベントを実施した。今年度も、地域の昔話を語る団体（釜石市「漁火の会」）の活動を支

援するとともに、青森県の南部弁の語りの団体等との連携交流活動についても支援し、地

域の言語文化活動の活性化を図った。開催地との交渉は岩手大学を中心に進め、企画・運

営を共同で行った。方言によって被災地者を勇気付け・元気付ける活性化支援とした。 

（１月 27日・釜石市民ホール［TETTO］にて実施 参加者：約 80名） 

 

1.5 事業の実施体制 

責任者・研究代表者 今村かほる（弘前学院大学文学部日本語・日本文学科教授） 

  副責任者      岩崎真梨子（八戸工業大学基礎教育研究センター・システム

情報工学科講師） 

  研究協力者     夏坂光男（八戸工業大学職員） 

            渋谷 洋（東奥義塾高等学校教諭） 

            弘前学院大学・文学部学生（今村研究室） 

 

1.6 研究体制 

今村かほる：研究統括 

国語教育における方言と共通語企画・運営、青森県語り部ネットワー

ク会議・研修会企画運営・第 6 回南部弁の日南部弁さみっと in 八戸企

画運営・南部弁さみっと in釜石運営・報告書作成 

   岩崎真梨子：青森県語り部活動ネットワーク会議研修会・講演、南部弁さみっと in

八戸運営 

   夏坂 光男：青森県語り部活動ネットワーク会議・研修会運営、南部弁さみっと in

八戸運営 

   渋谷 洋：国語教育における方言と共通語運営、青森県語り部ネットワーク会議研

修会運営・南部弁の日南部弁さみっと in 八戸運営 

   弘前学院大学文学部学生：岩田彩香・岩渕夢・小山内匠・小山内鉄馬・小山内菜摘 

               小山晶・貝森隼人・工藤聖華・工藤結衣・栗山卓也 

               斎藤碧紀・佐藤妙香・對馬美穂・長谷川裕香・升田早紀 

山内彩莉・山内奈津実・横山楓子 
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2. 語り部ネットワーク情報交換会・体験講座・講演会 

 

 青森県内には津軽弁と南部弁の紙芝居や劇等、方言を生かして活動している方々が沢山

いらっしゃる。そのような方々から方言を継承していくために、きちんとした知識を得た

い、他の団体がどのような活動をしているのか情報を交換したいというご希望が寄せられ

た。そこで弘前学院大学では語り部ネットワークを立ち上げた。 

 今年度は、2018 年 10 月 21 日（日）、青森県総合社会教育センターにて、「発信！方言の

魅力 かだるびゃ・かだるべし青森県の方言 2018」を開催した。八戸工業大学基礎教育研

究センター・システム情報工学科講師の岩崎真梨子氏と八戸工業大学 3 年の髙島直人さん

による講演、柾谷伸夫氏、長谷川等氏による現代方言劇など、新たな取り組みをおこなっ

た。また、語り部活動の情報を得ることができた。 

 

次第 

1.語り部情報交換会 

        趣旨説明とご挨拶 弘前学院大学 今村かほる 

2.八戸工業大学・岩崎真梨子氏によるご講演 

       「若者と方言の繋がり-若年層の方言使用と方言保存活動-」 

3.今村かほるによる講演 

       「方言と共通語の教育における語り部の役割」 

4.柾谷伸夫氏/作・演出 演劇「こっただ面接 ある訳ァねえ」 

     出演：柾谷伸夫（八戸童話会） 長谷川等（浪岡演劇研究会） 

 

2.1  語り部情報交換会 
まず、会議の初めに今村かほるによる語り部ネットワーク立ち上げからの経緯とこれま

での会の歩みについて説明があった。 

青森県の津軽弁と南部弁の方言区画や危機言語、東日本大震災と方言に関する事業につ

いて説明した。 

また、ネットワーク会員の皆さんがどのような活動をしているのかということについて

取り上げた。語り部ネットワーク会員の活動は、昔話の語りのほか、演劇や紙芝居等、方

言を生かして様々な活動をしている。方言を継承し

ていくために、様々な形で活動している皆さんから

は、今後も方言を大切にしていきたいという強い思

いが伝わってきた。なかなかこのようなお話を聞く

機会はないため、とても貴重な時間となった。 

 

次から今村の趣旨説明の資料を示す。 
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1 2 

3 4 

5 6 

7 8 
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9 10 

11 12 

13 14 

15 16 
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17 18 

2.2 講演（1）八戸工業大学 岩崎真梨子氏「若者と方言の繋がり ―若年層の方言使

用と方言保存活動―」 

 八戸工業大学の岩崎真梨子氏に南部地域の大学生 92 名と同じ地域の高校生 584 名と津

軽地域の大学生 52 名の若年層の方言使用についてのご講演をしていただいた。若者を中

心とし、その地域に古くからある伝統方言と話者が方言だと気づかずに用いていて、標準

語だと思って使用している方言の気づかない方言使用についてのアンケート調査と結果を

基に、お話してくださった。聞いたことのある、使用している方言もあったが、聞いたこ

とのない、あまり使わない方言がたくさんあった。実際に普段の生活で使用している方言

はとても身近に感じた。 

 次から岩崎先生のご講演のスライドを掲載する。 

1  2 

3  4 
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5  6 

7  8 

9 10 

11 12 
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13 14 

15 16 

17 18 

19 20 
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21 22 

23 24 

25 26 

27 28 
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29 30 

31 

（２）学生による研究活動・実演 

岩崎真梨子氏と八戸工業大学の 3 年生の髙

島直人さんによる方言研究会で、研究活動を

している標準語から方言変換アプリ

「OK,hougen!」についての説明があった。こ

れは若い人に南部弁に親しんでもらい、標準

語を南部弁に変換するというアプリである。

例えば、標準語で「もったいない」と話すと

「いだわしねぇ」というように音声が流れ、

方言の単語だけではなく、南部弁を使った会話文も流れる。単語の音声を波で画面に表示

し、アクセントをどこにつけたらいいのかを分かりやすく表示するというものであった。

その他に南部地域の方言ガイドブックの販売や南部方言をテーマとした歌や紙芝居の卒業

研究をした学生がいたことを聞いて方言を継承していきたいという思いが伝わってきた。 
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2.3 講演（2）弘前学院大学 今村かほる「方言と共通語の教育における語り部の役割」 

１ 2 

3 4 

5 6 

7 8 
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9 10 

11 12 

13 14 

15 16 
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17 18 

19 20 

21 22 

23 24 



18 

 

25 26 

27 28 

29 30 

31 32 
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33 34 

35 36 

37 38 

39 
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（２） 学生による研究活動 

現行の教科書(小学校：平成 27 年～、中学校：平成 28

年～)についてまとめ、発表した。 

小学校は平成 27 年度についての方言教育について発

表した。アクセントの用例や言葉の言い方、言葉の発音

の仕方を身近な言葉で例に挙げ、方言について丁寧に記

載されていることが分かった。 

 

 

次から学生の資料を掲載する。 

1 2 

3 4 

5 6 
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7 

1 2 

3 4 

5 6 
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7 

 

 

 

2.4 演劇「こっただ面接 ある訳ァねえ」 

作：柾谷伸夫 出演 柾谷伸夫氏（南部弁）、長谷川等氏（津軽弁） 

 

 

 新たな試みとして、高齢者の就職面接

をテーマとした現代方言劇をご披露い

ただいた。津軽弁の面接官役を長谷川さ

ん、南部弁の受験者役を柾谷さんが演じ

てくださった。参加学生にとって、津軽

弁は普段の生活で聞いたり、使ったりす

るため、身近に感じた。それに比べて、

津軽出身の学生にとって南部弁は、あま

り聞いたことのない方言だったため、難

解に感じたが、「～すけ」、「～やんせ」

という南部弁特有の単語からは、津軽弁

よりも、一つ一つの言葉に優しさのある柔らかい響きをしているという印象を受けた。

津軽弁と南部弁はイントネーションや発音など言葉の聞こえ方が違い、同じ青森県の

方言でも違っていて興味深く、とても貴重な時間を過ごすことができた。 
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4．南部弁さみっと in 八戸 2018 

第 6 回南部弁の日 
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3.「第 6 回南部弁の日 南部弁さみっと in 八戸 2018」 

 「第 6回南部弁の日」を、2018 年 12 月 1 日（土）、八戸ポータプルミュージアム「はっ

ち」で開催した。「南部弁の日」は、二部に分けて行った。第 1 部「たくさんの昔コを楽し

みましょう」では、青森県の南部弁や津軽弁、下北弁、南部弁の他、岩手県釜石・種市の

語り部の方による語りや紙芝居、方言劇、甚句などを行った。第 2 部「南部弁さみっと in

八戸 2018」では、南部弁や津軽弁、岩手県釜石弁の話者の方の語りの他、津軽弁と南部弁

による現代方言劇に取り組んだ。第 1部約 80人、第 2 部約 80 人の方に来場いただいた。 

様々な方言を聞くことによって、地元の方言の魅力、そして他の地域の方言の面白さを

発見する機会となった。 

 

3.1  『たくさんの昔コを楽しみましょう』 

 １階はっちひろばでの「たくさんの昔コを楽しみましょう」では、津軽、南部、釜石、

種市の話者の方々による語り、紙芝居、甚句、演劇などを行った。会場には終始笑いがお

こり温かな雰囲気であった。 

 以下は当日のプログラムである。 

 

  【語り】 

1. 吉田幾子 「鯨とぼさま」（八戸・南部昔コキャラバン隊） 

2. 山内明子 「まんまよ喰ない嫁っこ」（八戸・南部昔コキャラバン隊） 

3. 大柳悦子 「山鳩になったあんこ」（岩手・種市） 

【紙芝居】 

4. 越膳昌子 「正津川のカッパ」（下北・むつ） 

【語りと甚句】 

5. 語り 北村弘子 「五徳と犬」（岩手・釜石） 

6. 甚句 藤原マチ子 「笑うという字」（「五徳と犬」の甚句バージョン）（岩手・

釜石） 

【語り】 

7. 三橋光子 「狐の恩返し」（津軽・木造） 

8. 佐々木和子 「極楽さ行った婆さま」（南部・五戸） 

【南部昔コしばい】 

9. 演劇『むが～し、むがし、あったじ～』うみねこ演劇塾シニア班 

 

 次から、話者の方々のご厚意により紙芝居、これまで文字化されていない語り、甚句の

文字化を掲載する。なお、校閲はご本人よる。 

 

3．「山鳩になったあんこ」 

語り：大柳悦子(岩手・種市) 

むが～し、むがし、あったじもな。ある所
どご

さ、父
てで

ど母
あっぱ

ど息子
あんこァ

いだったじ。 
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その頃
ころ

ァ、飢渇
け が じ

（冷害）が続いで、どごの村でも、どごの家
え

でも喰う物ァながったじお

な。 

お天道様ァ出ながべし〈出ないし〉、雨ァ降
ふ

るべし〈降るし〉、風
かじェ

ァしゃっこがべし〈冷

たいし〉、田がらも畑
はだげ

がらも、何
なァん

も獲れながったじもな。 

そっただ〈そんな〉ある日のごどだ。てでァ、こうしゃべったじ。 

「わんつか〈少し、わずか〉残
のご

ってるソバの種を、畑
はだけ

さ行って蒔いでくる。秋
あぎ

にァみん

なで喰
く

うにいいごったすけな〈いいだろうからな〉。」 

てでァもまんま〈ご飯〉も喰
か

ないで畑
はだげ

さ出がげだじおん。 

あっぱァ、こご何日
なんにぢ

もまんまも喰
か

ねで稼いでるてでをあんじで〈心配して〉、家中
いえじゅう

探して

見
み

っけだ、わんつかの煎
い

り粉
こ

の入ったこだし〈袋〉よあんこさ持
も

だへだじおん。 

「早ぐてでさ持ってって喰
か

へでやれ。腹ァ空がへでいるごったすけなァ。」 

煎り粉
い こ

っつうのはえ、大麦を煎った麦こがしで、この辺
あだ

りだば‶こうせん″てしゃべられ

でるものだんだ。 

あんこァ、畑
はだげ

さはへで〈走って〉行ったじおん。途中
とぢゅう

さ川っこあって、丸太の橋ァ架が

ってらった。 

あんこァ、橋を渡
わだ

りながら、ひょいと下見だっきゃ、ぐな～っとした〈ぐったりとした〉

魚んどァ〈魚たちが〉泳いであったじ。 

あんこァつい、こだし〈袋〉さ手ェ突
つ

っ込んで、魚
さがな

んども腹空がへでるんだなァと思っ

て、パラパラっど魚
さがな

んどさ撒
ま

いでけだじおん。 

したっきゃ
そ し た ら

、魚
さがな

んどァ、バグバグど喰
く

ったじもな。あんこァ、それ面白
おもしろ

くて、何回
なんけェ

もこ

だしさ手ェ突っ込んで魚
さがな

んどさ投
な

げでけだじおん。その度
たんび

に、魚
さがな

んど、バグバグど喰
く

ったじおん。 

「い～や、面白いでェァ～。こっただ風に喰
く

ってけるだば〈くれるなら〉、けだ〈やっ
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た〉甲斐っつうものもあるもんだ。いや～、面白いでェァ。アッハハハハ……。」 

「さあ、こどだ〈大変だ〉、こどだ‼ てでさ喰
か

せる煎
い

り粉
こ

ァなぐなってしまった‼」 

あんこァへぎまって〈あわてて〉、畑
はだけ

さぷっぱへだ〈凄い速さで走った〉じおな。 

畑
はだけ

さ着いだ。てでの姿
すがだ

どごにも見
め

ェながった。 

「てでどごでェ‼ てでどごでェ‼ てでどごでェ‼」 

てでァなす、ソバ畑
ばだげ

の畝さ倒れで、しゃっこぐなってらった〈冷たくなっていた〉じお

な。 

「てで、遅ぐなって申し訳
わげ

ァねェ。てで、粉
こな

喰
く

ってけろ。てで、粉喰
け

ェ‼ てでァ、粉ァ

喰
け

ェ‼」 

あんこァ、てでの口さ入れべぐした。てでァ喰
か

ながった。 

「てで、粉
こな

っこ喰
け

ェ‼ てでァ、粉っこ喰
け

ェ‼ てでァ、粉っこ喰
け

ェ～‼」 

あんこも、泣いで、泣いで、泣いでせ。とうとう血
ち

ィ吐
は

いで死んでしまったじおな。 

「このままだば〈だと〉可哀想
か わ い そ っ

た。」 

見でいだのァ神様だ。このあんこよきれいな山鳩
やまばど

にしてけだじおん。 

山鳩になったあんこァ、てでの魂よ捜し求
もど

めで、今でも鳴いでっちょォよ〈鳴いているそ

うですよ〉。  

 

山さ行ったら、この鳥っこの鳴ぎ声を聞いでみでけ

せ。きっとね、こう聞こえると思いあんすえ。 

「てでェ粉
こな

っこォ喰
け

ェ～‼ てで粉っこ喰ェ～‼ てで

ェ粉
こ

っ喰ェ～‼」 

それがらなす、秋
あぎ

に獲れるソバの茎
くぎ

ァ赤
あが

いのァなす、畑
はだげ

に血ィ吐いで死んだあんこの血

が畑
はだげ

さ染み込んで、ソバの茎
くぎ

を赤
あが

ぐさせでるそうであんすえ。 

はい、これで、「山鳩になったあんこ」の話っこァどっとはらい。 
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4．下北の昔話「正津川のカッパ」 

語り：越膳昌子 

画：土佐そう子 

青
森
県
民
話
の
会
「
む
か
し
っ
こ
」
よ
り 

下
北
の
昔
話 

脚
本 

越
膳
昌
子 

 

画 
 

土
佐
そ
う
子 

正
津
川

し
ょ
う
づ
が
わ

の
カ
ッ
パ 

① 

下
北

し
も
き
た

半
島

は
ん
と
う

の
恐

お
そ
れ

山ざ
ん

さ
「
宇
曽

う

そ

利り

湖こ

」
て
へ
る

湖
み
ず
う
み

あ
っ
て 

そ
ご
か
ら
流な

が

れ
で 

出で

は
っ
て
く
る
水み

ず

ぁ 

大お
っ

き
た
ぁ
川か

わ

に
な
っ
て 

大
畑

お
お
は
た

の
町ま

ぢ

の 

東
側

ひ
が
し
が
わ

ば
流な

が

れ
で 

津
軽

つ

が

る

海
峡

か
い
き
ょ
う

さ 

そ
そ
い
で
い
だ
ん
だ
ず 

そ
の
川
ば
「
正
津
川

し
ょ
う
づ
が
わ

」
て
へ
て 

む
が
し
む
が
し 

そ
の
川か

わ

さ
カ
ッ
パ
い
で 

散
々

さ
ん
ざ
ん

人
間

に
ん
げ
ん

さ
悪わ

る

さ
し
て
ぁ 

村む
ら

の
人 ふ

と

だ
ぢ
ば
困こ

ま

ら
せ
で
い
だ
ん
だ
ず 
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② 

姉あ
ね

ぁ 

川か
わ

で
洗
濯

せ
ん
だ
ぐ

し
て
れ
ば 

カ
ッ
パ 

川か
わ

の
中な

が

が
ら
ヌ
～
と
手
出

て

だ

し
て 

洗
濯

せ
ん
だ
ぐ

し
て
ら
着
物

き

も

の

ば
引ふ

っ
張ぱ

っ
て 

川か
わ

の
底そ

ご

さ
沈し

ず

め
で
し
ま
う
ん
だ
ず 

姉
っ
こ
「
こ
ら
ー
！
わ
の
着
物

き

も

の

け
ぇ
ー
せ
ぇ
ー
」
て 

姉あ
ね

ぁ 

顔か
お

ば
ま
っ
か
に
し
て
じ
な
っ
て
も 

カ
ッ
パ
「
ケ
、
ケ
、
ケ
ー
」
て 

ば
が
っ
け
に
し
て 

逃に

げ
で
行い

っ
て
ま
る
ん
だ
ず 
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③ 

 

川か
わ

で
大
根

で

こ

ん

洗あ
ら

っ
て
ば 

カ
ッ
パ
に
か
て 

川か
わ

の
中な

が

さ 

ポ
イ
ポ
イ
流な

が

さ
い
で
し
ま
っ
た
り 

 

水 み
じ

あ
び
し
て
ら 

わ
ら
し
見み

ば 

カ
ッ
パ
「
ケ
、
ケ
、
ケ
ー 

川か
わ

の
底そ

ご

ぁ
も
っ
と
お
も
し
れ
ぇ
ど
ー
」
て 

わ
ら
し
の
足あ

し

引ふ

っ
張ぱ

る
も
ん
だ
し
て 

は
ぁ 

カ
ッ
パ
お
っ
か
ね
く
て 

お
っ
か
ね
く
て 

な
ん
ぼ
暑

あ
っ
つ

く
て
も 

川か
わ

さ
泳お

よ

ぎ
さ
も
い
が
れ
な
く
な
っ
た
ず 
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④ 

 

カ
ッ
パ
の
悪わ

る

さ 

だ
ん
だ
ん
ひ
ど
ぐ
な
っ
て 

 

と
う
と
う 

魚
さ
が
な

と
る
舟ふ

ね

の
底そ

ご

さ
穴あ

な

開あ

げ
で 

 

五
艘

ご

そ

う

も
六
艘

ろ
く
そ
う

も 

舟ふ
ね

ば
沈し

ず

め
で
し
ま
っ
た
ず 

村
人 

「
な
ん
ぼ
な
ん
で
も 

は
ぁ
許ゆ

る

せ
ね
ぇ
！ 

あ
の
カ
ッ
パ
ど
ば 

ど
う
に
が
し
ね
ば
ね
え
」 

村
人 

「
ほ
ん
だ
ほ
ん
だ 

カ
ッ
パ
や
っ
つ
け
ね
ば 

わ
ど
ぁ 

ま
ま
食け

ね
ぐ
な
っ
て
ま
る
」 

村
人 

「
し
た
ど
も
よ
ぉ 

一
体

い

っ

て

ぇ
ど
ぅ
し
た
ら
い
ん
だ
べ
な
ぁ
・
・
・
」 

・
・
・
少
し
間
・
・
・ 

村
人 

「
そ
ん
だ
！
シ
ョ
ウ
ズ
カ
ば
あ
さ
ん
だ
ば 

何な
ん

と
か
し
て
け
ね
べ
か
」 

村
人 
「
お
ぉ
！
ほ
だ
ほ
だ 

シ
ョ
ウ
ズ
カ
ば
あ
さ
ん
だ
ば 

わ
い
ど
ば
助た

す

け
で
け
る
が
も
な
ぁ 

み
な
し
て
行い

っ
て
み
る
が
」 
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⑤ 

正
津
川

し
ょ
う
づ
が
わ

の
ほ
ど
り
さ
住す

ん
で
ら 

シ
ョ
ウ
ズ
カ
ば
あ
さ
ん
は 

相
談

そ
う
だ
ん

さ
来き

た 

村む
ら

の
人ふ

と

ど
の
話

は
な
し

ば 

だ
ま
っ
て
聞き

い
で
か
ら 

手て

に
し
た
数
珠

じ

ゅ

ず

ば 

一
回

い
っ
か
い 

二
回

に

か

い

と
鳴な

ら
し
て 

婆
さ
ん
「
お
め
ぇ
ど
の
話

は
な
し 

よ
ぐ
分わ

が
っ
た 

明
日

あ

し

た 

恐
山

お
そ
れ
ざ
ん

の
お
寺で

ら

さ
行い

っ
て 

仏
様

ほ
ど
け
さ
ま

さ
お
願ね

が

い
し
て
み
る
す
け
」
て
へ
て
け
だ
ず 
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⑥ 

次つ
ぎ

の
日ひ

の
朝あ

さ

ま
は
や
ぐ 

シ
ョ
ウ
ズ
カ
ば
あ
さ
ん 

恐
山

お
そ
れ
ざ
ん

の
お
寺で

ら

さ
着つ

い
だ
ら 

さ
っ
そ
く 

数
珠

じ

ゅ

ず

鳴な

ら
し
て 

手
合

て

あ

わ
せ
だ
ず 

婆
さ
ん
「
仏

ほ
ど
け

様さ
ま 

仏
ほ
ど
け

様さ
ま 

正
津
川

し
ょ
う
づ
が
わ

の
カ
ッ
パ
の
い
た
ず
ら
で 

村む
ら

の
人 ふ

と

ど
ぁ
た
い
し
た
困こ

ま

っ
て
る
す
け
に 

何な
ん

と
か 

カ
ッ
パ
こ
ら
し
め
る
方
法

ほ
う
ほ
う

ば
授さ

ず

け
で
け
さ
ま
い 

ど
う
が
村む

ら

の
人 ふ

と

ど
ば
助た

す

け
で
け
さ
ま
い
」
て 

一
心

い
っ
し
ん

に
仏

ほ
ど
け

様さ
ま

さ
お
願ね

が

い
し
て
拝お

が

ん
だ
ず 
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⑦ 

シ
ョ
ウ
ヅ
カ
ば
あ
さ
ん
が 

恐

山

お
そ
れ
ざ
ん

の
お
寺 で

ら

さ
通 か

よ

っ
て 

 
 

 

三
日
目

み

っ

か

め

の
晩ば

ん

げ 

 
 

 

シ
ョ
ウ
ズ
カ
ば
あ
さ
ん
の
夢
枕

ゆ
め
ま
ぐ
ら

さ
仏

ほ
ど
け

様さ
ま

で
は
っ
て
き
て 

仏
様
「
シ
ョ
ウ
ズ
カ
ば
あ
さ
ん
や 

こ
ご
さ 

お
経

ぎ
ょ
う

の
本ほ

ん

あ
る
が
ら 

こ
れ
ば 

小ち
い

さ
ぐ 

小ち
い

さ
ぐ
ち
ぎ
っ
て 

川か
わ

さ
バ
ラ
ま
ぎ
な
さ
い 

そ
う
す
れ
ば
き
っ
と 

村む
ら

の
人ふ

と

だ
ぢ
ば
助た

す

け
る
ご
と
ぁ
で
き
る
し
て
」
て
へ
た
ん
ず 

・
・
・
少
し
間
・
・
・ 

朝あ
さ

ま 

目め

さ
ま
し
た
シ
ョ
ウ
ズ
カ
ば
あ
さ
ん 

枕
元

ま
ぐ
ら
も
ど

み
だ
っ
き
ゃ 

ほ
ん
と
に
お
経

ぎ
ょ
う

の
本ほ

ん

お
い
で
あ
っ
た
ず 
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⑧ 

シ
ョ
ウ
ズ
カ
ば
あ
さ
ん 

そ
の
お
経

ぎ
ょ
う

の
本ほ

ん

ば
持も

っ
て 

 
 

 
 

正
津
川

し
ょ
う
づ
が
わ

の
ほ
ど
り
さ
立た

っ
て 

仏
ほ
ど
け

様さ
ま

の
言い

わ
れ
だ
通と

お

り 

 
 

 
 

お
経

ぎ
ょ
う

の
本ほ

ん

ば 

小ち
い

さ
ぐ 

小ち
い

さ
ぐ
ち
ぎ
っ
て 

 
 

 
 

川か
わ

の
水み

ず

さ
花は

な

び
ら
み
て
に
散ち

ら
ば
し
た
ず 

  
 

 
 

す
た
っ
き
ゃ 

・
・
・
間
・
・
・ 

カ
ッ
パ
「
ケ
、
ケ
、
ケ
、 

苦く
る

し
ー
く
る
し
ー
」 

カ
ッ
パ
「
息い

ぎ

・
息い

ぎ

つ
ま
る
う
ー
助た

す

け
で
け
ろ
・
助た

す

け
で
け
ろ
ー
」
て 

 
 

 
 

水み
ず

の
上う

え

さ
十
匹

じ
っ
ぴ
ぎ

ほ
ど
の
カ
ッ
パ 

次つ
ぎ 

次つ
ぎ

ど
苦く

る

し
が
っ
て
は 

 
 

 
 

顔
出

か

お

だ

し
た
ず 
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⑨ 

婆
さ
ん
「
こ
ら
！
カ
ッ
パ
よ 

お
前 め

え

だ
ぢ
ぁ 

な
ん
も
罪つ

み

も
と
が
も
ね
ぇ
村む

ら

の
人ふ

と

さ 

悪わ
る

さ
ば
し
て
お
も
し
ろ
が
っ
て
い
だ
ど
も 

こ
い
か
ら
も 

悪わ
る

さ
続つ

づ

げ
る
ん
だ
ば 

こ
の
お
経

ぎ
ょ
う

の
本ほ

ん

ば 

ま
っ
と
ち
ぎ
っ
て
川か

わ

さ
流な

が

し
て 

息い
ぎ

で
き
ね
よ
に
さ
せ
で
や
る
す
け
に 

ど
ん
だ
！
」 

カ
ッ
パ
「
わ
が
っ
た
、
わ
が
っ
た
し
て 

は
ぁ
許ゆ

る

し
て
け
ろ
」 

カ
ッ
パ
「
こ
い
か
ら
は 

ぜ
っ
て
ぇ
悪わ

る

さ
し
ね
ぇ
し
て
」 

カ
ッ
パ
「
許ゆ

る

し
て
け
ろ
！
」
て 

て
ん
で
に
へ
た
ず 

  
 

 

そ
の
後あ

ど 

カ
ッ
パ
ど
ぁ 

 
 

 

シ
ョ
ウ
ズ
カ
ば
あ
さ
ん
が
ら
こ
ん
こ
ん
と
諭さ

ど

さ
れ
だ
ず 
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⑩ 

シ
ョ
ウ
ズ
カ
ば
あ
さ
ん
の
お
か
げ
で 

そ
い
か
ら
は 

は
ぁ 

正
津
川

し
ょ
う
づ
が
わ

の
カ
ッ
パ
の
悪わ

る

さ 

す
っ
か
り 

な
ぐ
な
っ
て 

村む
ら

の
人ふ

と

だ
ぢ
ぁ
安
心

あ
ん
し
ん

し
て
暮く

ら
し
た
ず
ぇ 

      

ど
っ
と
は
れ 
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5．「五徳と犬」 

語り：北村弘子(岩手・釜石) 

むが～しむがしのこどだったど。 

いまでごそ、ごどぐ（五徳）って言われでっども、その時代、ごどぐしどぐ（四徳）って

言われでだんだど。 

煮る、炊く、蒸す、焼ぐ。四つの仕事する四つの徳を重ねているからって、「しとぐ～、

しとぐ～」って言われてだ時代の話だったど。 

 

さあ～、弘法様が修行に行がねばね〈行かないといけない〉って事で、南から北ま

で、てくてくてくてく、修行の旅に来てだったど。 

弘法様ァそのとぎ（時）、その頃、『笑うっていう字、何にしたらいいんだべぇ？』って考

えてだったど。 

まだ笑うっていう漢字が無がったんだど。 

そのとぎ（時）ある村さ辿り着いたら、 

村の衆があづまっでェ〈集まって〉、「あははおほほ、あははおほほ」で皆で大笑いしであ

っだど。 

こうぼさまァ（弘法様）、その傍さ行ってみだの。 

「なんでこの人たぢ笑ってるんだべェ」って思ったっけェ、なんンとたげやぶ（竹藪）の

中〈なかつ〉がら、たげざる（竹ザル）被った犬がぴょんこぴょんこぴょんこぴょんこて

ェ、出できだもんだァ。 

何とその頃の犬ゥ、三本足しがねがったの。 

んなもんだがらァ、今みてにパッと走る訳〈わげ〉にも行がねぇ、ぴょこたんぴょこたん

てェそれも竹ザル被って出で来だ。 

その様子おがしいって村の人たじゃァ〈達は〉、「あははあはは」ど笑ってらったど。 

それ見た弘法様、「ッあぁ～ッ！これだこれだ！」ど思って、笑うという字をこれにしよ

うということで、竹冠に犬って書いて、笑うって字にしたんだど。 

 

ッさあァ～その夜ゥ、弘法様ァ旅籠さ泊まっだど。 

でェ、囲炉裏端っこさァ、へでねまって〈座って〉みだっけェ、その傍さしとぐ（四徳）

あったったど。しとぐは四本足だった。 

ンでしとぐに聞いたど。 

「しとぐやしとぐゥ、おめェ脚っこ四本ねェばわがんねがァ？〈駄目か？〉」って聞いた

ど。したっきゃしどぐゥ、 

「なァにおらァどごさ行ぐわげでもねえェ。この囲炉裏ばだ（端）の角っこさちょこォん

と座ってるだけだものォ、三本あれば充分でござんすゥ」って言ったど。 

「はあァ～ッ、ありがでェありがでェ。んだらばなしとぐ、その脚っこ一本、犬っこさけ

でけねが？〈やってくれないか？〉」ってゆったど。 

「はァい、よござんすよござんす〈いいですよいいですよ〉」 

って弘法様、しとぐから脚一本貰って、それ、犬っこさけで（あげて）やったんだど。 

そして、しとぐさゆったど。 
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「しとぐやしとぐ。おめェ（お前）いままでしとぐって呼ばれてだっだども、今一つ徳を

重ねたから、これがらは『ごとぐ（五徳）』ってお前のこどォ呼ぶからな」ってゆっで

ェ、それからごとぐって呼ばれるようになったんだど。 

 

して、ほらァ、弘法様がらァ、しとぐの脚一本貰った犬ゥ、「やあァ～ッありがでェあ

りがでェ」ってェ、 

あの山かでるゥ、この畑かげる〈駆ける）ってェ、 

大した元気良く犬っこ走るようになったんだど。 

そして、今でもォ、この弘法様からしとぐの脚貰ったご恩

を忘れちゃならねェってゆって、用足しするとぎ、粗相あ

ってはわがらねェっ〈駄目だから〉て、片脚〈かだあし〉

上げでェ、用足すんだどさ。 

 どんとはれ。 

 

6．甚句「笑うという字」 

語り：藤原マチ子(岩手・釜石) 

北 村 弘 子(岩手・釜石) 

北村：はあァ～どすこいィ～、どすこいッ！ 

藤原：ハア～～～ 

北村：ハア～、どすこいィ～どすこい 

藤原：むがァすゥ～、むがァすゥ～のォ～。 

ずうゥッッッッッッ       ッッッとむがァすのォ～、 

そのむがァすゥ～ 

そのまたァ～、むがァすのォ～事ォ～なれェ～ばァ～ 

北村：ハイィッ！ 

藤原：こゥぼォ～たいィ～す〈弘法大師〉どォ、 

ゆうゥ～ふどォ〈人〉～はァ～～あんあァ～、 

ど偉いィ～おかァたでェあァたそォなァ～ 

北村：ハイィッ！ 

藤原：そのまたァあ～偉いィ～弘法がァ～、 

笑ァ～うとゆう字を～すらァ～なん～でェ～〈知らないで〉、えェ 

あるゥときィ～ご修行にィ～、出だァ～ならァばァ～ 

北村：ハイィッ！ 

藤原：むごォのほうがらッ〈向こうの方から〉、犬がァ～ザルをォ被ゥて跳ん～で来ィて

ェ～ 

それェ～見でェ～いづゥどォお〈一同〉、笑ァい出ァしィい～ 

笑ァ～う～とゆうゥ字がァでぎィだどゆゥ～う 

笑ァうとゆう～ず〈字〉はァどおォ～ゆゥ～ず〈字〉ゥ～ 

北村：ハイィッ！ 

藤原：たけかんン～むりィ～にィ～〈竹冠〉、犬ゥ～と書ァ～くゥ～、うゥ～ 
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そのごろォ～、むがァすのォ～〈むかしの〉こどォ～なれェばァ～ 

北村：ハイィッ！ 

藤原：犬に～あす〈脚〉～ならァ～さん～ぼん～でェ～〈三本で〉 

ごどォ～く〈五徳〉にィ～あす〈脚〉ゥならァ、四ほんあり～ 

ごどォ～くゥにィ、すほォんはァ、余分じゃと～ 

犬めにィ～、一本ん～やったなら～、あ～ 

「このあす〈脚〉は、はァ～すててんてん 

こォぼォさま〈弘法様〉からもろうた〈貰っ

た〉あすだで（足なので）しょんべん～かかっ

ちゃあァ、勿体ない」 

とて 

今ァだにィ～、片ァ～脚ィもちゃあァげてェ～

〈持ち上げて〉、ヨォお～～～～ 

はァァァああああ～～～～、小用〈小便〉をォお～するゥ～よォ～～～ 

北村：ハアァ～、どすこい、どすこい！ 

藤原：ハアァ～、犬はァほんとにィ～おもすろい〈面白い〉 

何匹ィ居てもォ～ワンとゆゥ～ 

すろい〈白い〉犬ならァ、尾もすろい〈白い〉 

ハアァ～ッおもすろいィ～おもすろい 

北村：ハア～、どすこい、どすこい！ 

 

7．「狐の恩返し」 

語り：三橋光子(津軽・木造) 

むかし、牛方の村に、富という若者
わげもの

が住んであったど。 

富、九つのとき、両親に死なれて、村の人たちから可愛
め ご

がられて、それでも育った

ど。 

ある年の年とりの日、隣の爺
じ

様
さま

から「まっこ」貰ったど。「まっこ」貰ったとごで、町

さ行きたくて、村のはずれまで来たど。 

したっきゃ村はずれまで来たっきゃ、童子
わらはん

ど四、五人して騒いだったど。何しちゃあ

べと思って、得と見たら、童子
わらはん

ど、狐ばいさめてあったずにしろ。 

「こら！何しちゃあば！今日年とりだぁ、明日正月だってすときに、おめ達
だち

何してら

ずや。」 

富、怒ったど。したっきゃ、童子
わらはん

ど、 
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「狐だっきゃ、いぐねことしてまるだね。人ば騙したりするもんだはんで、いま殺し

てまるだね。」 

って童子
わらはん

どもまた口ききしてよこしたど。 

したばって、富、年とりの日にそったらだことされれば困ってまると思って、 

「わ、もらったじぇんこ、みんなけるはんで狐放してやれぇ」ってしたど。 

童子
わらはん

ど、しぶしぶ狐放してやったど。その狐、後ろ見ながら、山の方さ行ったと。 

さあ、富はまっこけでまったとこで町
まち

買
げ

にも行かれねし、そのまま家さ戻ったど。 

家さ戻っても腹減るあど。腹減ったな、腹減ったな。よし、こっただ時だば、寝てま

ればいんだなと思って、富、寝だど。 

さあ、次の日、正月元日の朝まだ。周り見たばって、神様仏様にあげるものなんもね

だど。 

しかたねなと思って、あげるものねしなと思って、井戸さ水っこ汲みに行って、水っ

こを汲んで、仏様拝んだど。神様も拝んだど。したばって腹減るあど。 

「わい～腹減ったでや腹減ったで」思って、なんかねべかと思って、米櫃逆さまにし

て振ってみだど。 

したっきゃ、カラーンカラーンって米粒五つ出てきたずにろ。 

わいー、ありがてじゃありがてじゃ、隣の爺
じ

様
さま

からもらったわかめと一緒に粥
けこ

でも煮

て食うかなと思って、仏様さあげた水っこ下ろして、その米粒、わかめと火さかけた。 

さあもう炊けたべなあと思って、鍋の蓋っこ取ってみたど。いやいやいや、そこさ白

い飯
まんま

盛り上がってたど。うわあ、今までこれほど白い飯
まま

食ったことねえ、正月だもん

な、めえなあと思って、腹いっぱい飯
まま

食ったど。 

そしたらわんつか残ったど。よし、この残った飯
まんま

さ明日また、粥
けこ

煮て食うかあと思っ

て、いだわしく、かぐしておいだど。 

さあ次の朝まもまた、仏様と神様拝んでから、その水っこ足して、粥
けこ

煮るべと思っ

て、火さかけたど。また蓋っこ取ってみたっきゃ、鍋

さ飯
まんま

盛り上がっていたど。その次の日も、その次の

日も飯
まんま

盛り上がってあったど。 

したとこで、富はみんなさ分けてけだったんだと。 

その話っこ、隣村さも聞けで、津軽の国みんなさ聞

けで、それから津軽の国では、正月に水っこ汲んで、
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神様と仏様にあげれば、その年一年良いことあるよっていうことで、今でも若水あげてる

んだと。 

とっちばれ。 

8．「極
ご ぐ

楽さ行った婆
ば

様」 

語り：佐々木和子(南部・五戸) 

 極
ごぐ

楽
らぐ

さいった婆
ば

様
さま

の話っこ、しかへがな。 

 むが～しむがし、よくたがりな和尚
お し ょ

様
さま

ど、なんもかもびんぼうだ婆様あったど。婆様な

んぼ稼いでも、銭
じェん

コァ貯まらながったど。ほえでも信心深くて、毎日
まいにぢ

、毎日
まいにぢ

、お寺
でら

参りし

たど。よくたがり和尚様、あの貧乏でよぉぐ銭
じェん

コァ続ぐもんだな、と思っていだったど。 

 どれぐらい経ぢあんしたべなす。 

「二ヶ月も三ヶ月も経ったどごろで、お賽銭がずっぱりど貯まってるごった。」 

和尚様が賽銭箱
さいせんばご

を開げでみだっきゃ、銭
じェん

コァなんも入っていながったど。 

「ありゃりゃりゃ、こりゃどやしたのだべ？」 

そごさちょんど、婆様が見えだど。婆様、 

「阿弥陀
あ み だ

様
さま

。どうがこの婆ごと極楽
ごぐらぐ

ずうどごさ連れでってくださりやんせ。」 

ってへって確かにお賽銭をポーンと投げ入れだど。よぐよぐ見でいだら、なんだんだがを

手繰
た ぐ

り寄せでいだったど。したっきゃ、一文
いぢもん

銭
だら

っこさひもっこつけで、そのひもっこよ手

繰り寄せで、ひもまずら 懐
ふどごろ

さ入れだど。 

「じゃいやいやいやい、あれだば貯まるはづァねェ。今度来たら地獄
じ ご ぐ

さ落どしてやるがら

な！」 

和尚様、なんもかも腹立でだど。 

知らねェ振りして、婆様のどごろさ寄っていって。 

「婆様、婆様ァ。感心だえなァ。毎日
まいにぢ

毎日
まいにぢ

お寺参りしてけで。んだ、極
ご ぐ

楽
らぐ

さ行げるごった。」

「和尚様、極
ご ぐ

楽さ行げるのだば、おら、今、今、行きてごわす。」 

「明日、一番
いぢばん

いい着物着てきなせ。きっと極
ご ぐ

楽さ行げるごった。」 

さあ婆様、喜
よろご

んだ喜
よろご

んだ。 
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次の日、一張羅の着物よ着て、お寺さ行ったど。お寺には深い池
いげ

があって、その池の傍

に、高
たが

い松
まづ

の木が一本生えでいだ。婆様さむがって、 

「この松の木さ登れば極
ご ぐ

楽さ行げる。」 

和尚様へったど。いやー婆様喜んで、松の木の枝さギタッとつかまって、登り始めだ。 

「和尚様、ここでいがべが。」 

「まァんだ、まァんだだ。」 

婆様まんだ登っていった。 

「和尚様、このへんでどんだべ。」 

「まァんだ、まァんだだ。」 

和尚様にそう言われで婆様登っていって、 

とうとうてっぺんさついだど。したっきゃ和尚様、 

「そごさ立って、手ェ放せ。」 

和尚様、婆様さ池さ落ぢろってへったず。 

丁度そごさ、空がら五色
ご し ぎ

の雲がたなびいできて、婆様ごどその雲さ乗せで、極
ご ぐ

楽さへで

いったず。したっきゃそれを見でいだ和尚様、 

「あの婆でも極
ご ぐ

楽さ行げるだば、おらも極
ご ぐ

楽さ行げる筈だ。」 

こう考えだ和尚様、松の木を登り始めだど。 

ところがなす、途中
とぢゅう

で足っコ踏み外して、池さドッボ～ンど落ぢて、そのまんま地獄
じ ご ぐ

さ

行ったじもえ。 

なんぼ和尚様でも、よぐたがりへば地獄さ落ぢるづごとだべなす。 

これで、「極
ご ぐ

楽さ行った婆様」の話っコァ、どっとはれ。 

 

3.2 第 6 回南部弁の日 たくさんの昔コを楽しみましょう 来場者アンケート 

次から、2018 年 12月 1 日（土）八戸ポータルミュージアム「はっち」で行われた「第 6

回南部弁の日 たくさんの昔コを楽しみましょう」について、来場者のアンケートの集計

を示す。回答は 45 名よりいただき、有効回答数は 45である。表はすべて百分率で表して

おり、小数点第 2位以下を四捨五入して計算した。 

また、アンケートにある「語り」は吉田幾子「鯨とぼさま」、山内明子「まんまよ喰ない

嫁っこ」、大柳悦子「山鳩になったあんこ」、三橋光子「狐の恩返し」、佐々木和子「極
ご ぐ

楽さ

行った婆さま」である。また、「語りと甚句」は北村弘子「五徳と犬」、藤原マチ子「笑う

という字」である。 

 

1．プログラムに関する感想をお聞かせください。1 番楽しかった演目は何ですか？(複数

回答可) 

紙芝居 語り 語りと甚句 南部昔コしばい 無回答 

17.3 20.2 35.6 21.2 5.8 
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具体的には？ 

【紙芝居】 

・飾らない昔の記録映画を見ているようでした。上手い!!（70代・女性） 

【語り】 

・3「山鳩になったあんこ」（60代・女性） 

【語りと甚句】 

・津波の話涙を流しました（70 代・女性） 

・甚句がうまかった（70 代・男性） 

・甚句の迫力がすごかった（50 代・女性） 

・唄の流れが良かった。（60代・男性） 

・震災の津波の甚句は切なかったです。（50 代・女性） 

・3/11 を忘れない為にも唄い伝えて欲しい。（70 代・女性） 

・甚句の津波には思い出して涙が出た。東中学校の生徒さん達の気持ちはどんなだった

ろう。（70代・女性） 

・甚句（3.11バージョン）（70代・女性） 

・私も湊育ちです。津波の話で泣きました。（70 代・女性） 

【全体】 

・南部弁、岩手弁、津軽弁、全部楽しかったです。甚句が一番感動しました。(60 代・女

性) 

・みんなとても上手でした。（70 代・女性） 

・下北のマグロの産地の風間浦の話コとってもよかったです。ガンバッテ!!（80 代以上・

女性） 

・それぞれの役の声をかえ表現し、大変上手だった。3.11の津波の甚句は涙が出てしか

たがなかった。（50 代・女性） 

・聞きごたえのある甚句と楽しい芝居がとても面白かったです。（40 代・女性） 

・内容、声や言葉の力、語る方々の人間味あふれる魅力、みんなよかった（楽しかった）

です。（女性） 

・全部楽しくいい時間を過ごしました。（60 代・男性） 

・初めての経験です。全て感激です。（80代以上・男性） 

・1000 年伝えるには良い方法だ。 

・大変楽しくお話聞きました。ゆっくり大きい声で話してくれてよかったです。（80 代

以上・女性） 

・南部弁のいろいろな民話の語りがよかったです。（60 代・女性） 

・山内明子さんがよかった。甚句もよかった。（70代・女性） 

・どれも大変良かったですが、特に語りと甚句でした。（70代・女性） 

・甚句も語りも紙芝居もよかったです！（60 代・女性） 

・全部良かった。津軽も釜石もあり広がりを感ずる。（70 代・女性） 

・初めてだったのでどれも楽しかったです。（70 代・女性） 

・小さい頃にコタツに入りながらおじいさんおばあさんたちと楽しみにしながらきいた

事を思い出しとても懐かしく笑うことが出来ました。孫たちにも聞かせたいと思いま
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した。（70代・女性） 

・大柳様と北村様の語りとてもすばらしかった。安心して聞けた。（70代・女性） 

・どれも１，２をつけられないくらい面白かったです。特に津波の甚句は涙がでました。

（70 代・女性） 

 

2．地域の方言について、保存・継承していく必要はあるとお考えですか？ 

大いにある ある程度ある わからない あまりない 全くない 無回答 

75.6 20.0 2.2 0.0 0.0 2.2 

具体的には？ 

【回答：大いにある】 

・方言はことばの基本だと思う。(60 代・男性) 

・方言は文化だから。(60代・男性) 

・その土地の文化だから。(50代・女性) 

・だんだん使われなくなってきている方言を保存し継承していくことはとても大事だと

思います。(40 代・女性) 

・地方の文化、語りべとしても話聞したいものだ。(80代以上・男性) 

・方言は文化である。(50代・女性) 

・方言は文化だと思う。年月をかけて気候、風土に根差して発達したものを大事にした

い。店の中では南部弁しかしゃべれない南部弁居酒屋なんかどうだべ。 

・なくなる話ですから保存必要。(80 代以上・女性) 

・地域のくらし、文化だからです。(60 代・女性) 

・先人の事を知り、教えて行く義務があると思う。私は南部弁を孫に教えている。(70代・

女性) 

・私は白銀の生まれですが白銀弁があったっけ若い人達に伝えたいです。湊、浜の方言

など私の娘はほっとすると言います。〈原文ママ〉(70 代・女性) 

・県内外の方言とても楽しく聞きました。(80代以上・男性) 

・むかしの事はなくしたくない。(70 代・女性) 

・方言はその人の生れだ所の大切な文化の遺産だと思います。大切な大切なお話だと思

います。(80 代以上・女性) 

・生活の金である。(80 代以上・女性) 

・方言には生活の歴史がある。大切にしていく必要があると思う。(70代・女性) 

・テレビで聞くより生での方が心に残ります。(70代・女性) 

・忘れたことばを思い出して。(70代・女性) 

・方言は色々な地域に残してほしいです。とても楽しいので。(70代・女性) 

・話の暖かみ(ぬくもり)が伝わる。間あい。甚句「笑う」すばらしかった。「生命をつな

ぐ」涙が自然に出てきました。(70代・女性) 

・最近の子ども達はことばが良くて方言を使っていない子どもが増えてますが、やはり、

八戸弁は残していく必要を切に感じています。(70代・女性) 

・私たちのものだから(50代・女性) 
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【回答：ある程度ある】 

・コミュニティへの帰属意識には大切な要素のひとつだと思います。強制せず、かとい

って消滅させず、自然に共生できたらと考えます。（60 代・女性） 

・方言は親しみがありいい言葉だと思う。（60代・女性） 

・まだ残したい。（70代・女性） 

・無理に言わなくても自然に出て来て、「あら。」と思うのも楽しく感じられ、なつかし

くていいと思う。（60代・女性） 

 

3.プログラム全体のご感想やご要望などをお聞かせください。 

【ご感想】 

・第 6回南部弁の日開催おめでとうございます。八戸では昔コ語り部養成講座もおこな

われているとのこと、今後も継続していただきたいです。次年度の企画も楽しみにし

ております。ありがとうございました。（60 代・女性） 

・初めて見ましたが楽しかったです。（60代・女性） 

・全部のお話がおもしろかった。楽しく、聞かせて頂きました。（60 代・女性） 

・とてもみんな上手でした。（70 代・女性） 

・楽しかったです。これからもがんばって下さい。（60 代・女性） 

・どの演技もすばらしい演技でした（70 代・女性） 

・甚句を組み入れていただき、南部弁の日も新しく展開していくのが良いですね。時間

の配分も良い（70代・女性) 

・見終わった後、体がほんわかとあったかくなっていました。きっといろんな話こを聞

いて心がホッコリとなったからでしょう。とても良かったです。(70 代・男性) 

・初めて来てみましたが大変面白かったです。(70代・女性) 

・聞くことは想像をふくらます。方言のいろいろ(地方)をきけてよかった。プログラム

変化があってよかった。(70代・女性) 

・釜石甚句これからも全国に向かって行っていってほしいと思いました。(70代・女性) 

・今回初めてですが良かったと思います。(70代・女性) 

・柾谷先生の御指導が１００％表れており頭が下がりました。間のとり方、方言のたし

かさ完ぺきでした。(80 代以上・女性) 

・私は今回初めての参加でしたが、とてもすばらしくずーと続けてほしいと思いました。

(70 代・女性) 

・演劇もとても楽しく興味深かったし南部弁良かったです。どっとはらい!!(70 代・女

性) 

・とても工夫されていたと思います。また、地域で活動が広がっている様子がわかり、

頼もしいと思いました。(60代・女性) 

・よかったです。(80代以上・女性) 

・無料なのに楽しかった。 

・特にかくにもすばらしいと思った。(80代以上・男性) 

・楽しい語りあり、きかせる語りあり、とてもおもしろかったです。(40 代・女性) 

・方言をたいせつにしようと思いました。これァよごあんすナ～また来年もよろしくね。
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(60 代・男性) 

・すべて楽しかったです。(60代・男性) 

【ご要望】 

・使われる方言の解説を紙で配ってほしい。ちょっとだけでいい。たくさんあると読む

のも大変だすけ。(50代・女性) 

・行事等は新聞等で知らせてほしい。(80代以上・男性) 

・はっちホームページ情報がおそい！紙のほうが早いのはおかしい。（50 代･女性） 

・演者の皆さん、ご苦労様でした。もっと多さんの人に聞いて欲しいし。(会場も大きな

ところで!)(70 代・女性) 

 

4.今日の催しのことを、何で知りましたか？（複数回答可） 

新聞 ラジオ ポスター・チラシ 友人・知人 はっち HP その他 

57.8 6.7 15.6 15.6 13.3 8.9 

【その他の回答】 

・南部弁さみっとの繋がりから招待(80 代以上・女性) 

・広報はちのへ(50 代・女性) 

・Facebook(40 代・女性) 

5.回答者の属性  

 10代以下 20代 30代 40代 50代 60代 70代 80代以上 無回答 

男性 0.0 0.0 0.0 0.0 10.0 20.0 40.0 30.0 0.0 

女性 0.0 0.0 0.0 3.0 12.1 18.2 54.5 9.1 3.0 

不明 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 50.0 0.0 0.0 50.0 

全体 0.0 0.0 0.0 2.2 11.1 20.0 48.9 13.3 4.4 

 

 

3.3 『南部弁さみっと in 八戸 2018』 

１階はっちひろばで行われた「たくさんの昔コを楽しみましょう」に続き、2 階のシア

ター2で「第 6 回南部弁さみっと in 八戸 2018」を開催した。青森県南部弁、津軽弁、岩

手県釜石弁の語りに加え、津軽弁と南部弁での演劇、南部弁変換アプリの紹介など、内容

が盛りだくさんのプログラムとなった。語り部の方々の温かな語りに、時には涙を流す姿

もみられ、会場一体となって様々な方言の魅力を味わい、方言に対する考えを深める機会

となった。 

以下は当日のプログラムである。 

 

『第 6回南部弁の日 南部弁さみっと in八戸 2018』プログラム 

司会：弘前学院大学・今村かほる 

1．開会のことばと「南部弁の継承に向けて」 

   弘前学院大学・今村かほる 

 



47 

 

2．「共通語から南部弁への変換アプリの紹介」 

   八戸工業大学・岩崎真梨子氏 

   学生 髙島直人さん 附柳希純さん 

佐藤大地さん 大﨑有羽さん 

佐藤和範さん  

 

司会：岩手大学・小島聡子氏 

【語り】 

   3．木下勝貴  「鬼婆ど小坊主」（八戸童話会） 

   4．磯崎彬子  「観音さまのお授けのヘラ」（岩手・釜石） 

5．久慈瑛子  「きつねのあね様」（三戸） 

6．藤原マチ子 「母の眼玉」（岩手・釜石） 

7．上條佳子  「タラつけサブ」（八戸童話会） 

   8．千葉涼子  「猫のお尚さま」（津軽・五所川原） 

【演劇】 

   9．柾谷伸夫／作・演出 現代方言劇『こっただ面接 ある訳ァねえ』 

出演：長谷川等（津軽弁）／柾谷伸夫（南部弁） 

 

   10．閉会の挨拶：岩手大学・大野眞男 

 

次から、語り部の方々のご厚意によりこれまで文字化していない語りの文字化、演劇

の台本を掲載する。なお、校閲はご本人による。 

 

4．「観音さまのお授けのヘラ」 

語り：磯崎彬子（岩手・釜石） 

むがす、あったずもな。 

あるどごに、なんぼ稼いでも〈働いても〉、稼いでも、はっぱりいぃこどのねぇ男の人いだ

ったと。 

あるどきこの男は観音さまさ、願かけたと。 

「何が、おれさも、いぃごど、あるように。」て、願かけて、十日の願かけで、今日はちょ

うど、満願の日だったの。 

観音さまさ、行って一生懸命拝んでから 

「なんたら、今日、満願の日だが、おれさば、何んにも、お授けも、お知らせも、ねぇん

だな。」ど思って、観音さまがら降りてき来たんだど。 

そしたれば、そごさ、へらっこ、落っでだと。 

「あれ、なんだべ、これ」と拾ってみたれば、なんと、こつけの方が赤ぐて、裏っけの方

が黒いへらっこだっだど。 

「ありゃ、何だが、おがすねぇもの〈おかしなもの〉、見っけだな」ど思ったども、 

「まあ、拾ったがら、家さ、持ってくべ」ど思って、歩いて来たど。 

そうしたっけば、急に、この若い者、腹あんべぇ〈腹の具合〉、悪くなっだど、 
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「あら、おれ、腹あんべぇわる、どこでか用足すべ」ど思ったが、どこにも足すとこ無か

ったど、仕方ねぇから畑の真ん中で用足したど。 

さぁ、今度は拭ぐ物ねぇど、 

「どこにも拭ぐ物ねぇ」ど思って、 

「あ、さっき拾ったの、あのへらっこで拭くべ」ど思って、黒い方のへらっこでぺラっと

拭いたど。 

さあ、大変、その男の尻、鳴り出したど。 

「ウン、オッポコ、スッポコ、ポッポコ、ポッポコ、スッテンネンズン、ガダビツ、ガダ

ビツ」ど鳴ったんだど。 

その男の人、たまげてしまって 

「ありゃ、てぇへんだ、なじょにすっぺ、ありゃ、てぇへんだ、困った、なじょにしたら

いがんべ」 

「あぁ、んだらば、こんだ、赤げ方で拭いて見るっぺ」ど、へらっこの赤げ方で、ぺラっ

と拭いたど、止まったずねぇ。 

「あぁ、ええごと、覚えた」と言って、歩いて行ったど。 

そしたれば、町さ、行ったれば、駄賃付げの人だぢァ、馬ば、表の方に繋いで、中で何が

食ってだったど。 

まぁ、そこさ行って、この若者
わけぇもの

は、その馬の尻さ、黒い方のへらっこで、ぺラッとこすっ

たど。 

さぁ、大変だ。 

「ウン、オッポコ、スッポコ、スッテンネンズン、ガダビツ、ガダビツ」と鳴ったど、 

馬たまげで、跳ねあがったど。 

さぁ、中がら、人がみんな、出はって来て、大騒ぎになったんだど。 

そのうぢに、若者
わけぇもの

、知らん顔して、馬の尻さ、赤けぇ方のへらっこで、ぺラッとこすった

れば、止まったど。 

そうこうしているうちに、この若者
わけぇもの

、ある日、お寺に行ったんだど、そしたれば、その日

お寺で、ちょうどお説法のある日だったど。 

お尚さんが村の人達がいっぺぇ集まってった所で、お説経してだったと。 

そごさ、村の長者の娘さんが、お伴の者に連れられで、お説経、聞きさ来てやったど。 

その若者
わけぇもの

、その娘っこの後ろさ座って、へらっこの柄っこで、コツっと娘っこの尻、突づ

いたど。 

「オッポコ、ポッポコ、スッテンネンズン、カタビヅ、カタビヅ、オッポコ、ポッポコ」 

鳴ったんだど。 

さぁ、娘さんがしょうすがる〈恥ずかしがる〉。みんなもお尚さんの話、聞かねぇで、何も

聞かねぇで娘さんのケツばり見てらんだ。 

娘さんがおしょうしくて、なきなき家さ、帰っだど。 
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家さ帰っでから、長者どんでば、ほれ、立派な医者だの、何だのって、みんな集めて来て

観てもらったが、なんぼしても治んねかったど。 

そうして、困り果てた長者どんで、あぁなんとかしねばね〈しなければならない〉、困った

もんだと思って、そして、とうとう立札、立でだど。 

「娘の病気、治したものは、婿にする」書いて、立て札出したど。 

そうしたっきゃ、その若者
わけぇもの

それ見て「あ、おれ行って、治してけるべ」と思って、 

「おれ、今、立札、見で来ました。娘さんの病気、治すてけっから」て、入って行ったん

だど。 

そしたれば、それ、小汚ぇもんだから、小汚たねぇ若ぇ者入って行ったって、人がいっぺ

いいで、 

「はぁ、何、立派な医者だの、何だのって、来ても治せねぇもの、こんなな者に治せるわ

けねぇんだ」て、お追っ払ったんだど。 

そうしたれば、奥の方から、長者の旦那どの、出はって来て、 

「いやいや、何でもいい。治してけるず人あれば、何でもいい。まず中さ、入れで見ろ」

て中に通されたんだど。 

さあ、この若者
わけぇもの

、中さ入ったっきゃ、奥座敷で立派な布団こ、掛けらいで、娘さんが寝て

らっだど。 

「ウン、オッポコ、ポッポコ、スッテンネンズン、カタビヅ、カタビヅ」ど、鳴っていだ

っだど。 

そして、いっぺ人いたがら、この若者
わけぇもの

、 

「ここがら、みんな出はってけろ」って言ったど。 

そして、みんな出はって行ったど。 

「今度は、ここさ屏風っこ、まわすてけろ〈屏風で囲

んでくれ〉」て、言ったど。 

そうして、たちまぢ立派な屏風まわさいだど。 

さあ、この若者
わけぇもの

、本当のふりして、屏風の中さ、入っ

て行って、娘っこさんの寝てる布団の後ろさ、まわって、ヒラっと布団押しあげて、赤ぇ

方のへらっこで、ぺラっと、尻こすったど。 

そしたれば、止まったど。 

さあ、娘さんが大喜びして、 

「おらの一番しょうすどご〈恥ずかしいところ〉、治してけだがら、おら、この人、婿にと

ります」て、言ったんだど。 

そして、この若者
わけぇもの

、長者どんの娘の婿になったんだどさ。 

どんどはれ。 
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5．「きつねのあね様」 

 語り：久慈瑛子（三戸） 

昔々、あったずもな。 

 ある所に、貧乏だずどもたまげだ人の良い若者がいだったず。 

 ある天気の良い日に、若者は山さわらび採りに行ったず。ポキポキとわらびを折ってた

ら、綺麗なあね様が出てきたずもな。 

 若者はびっくりして、「おめ様、どごの人だい？」って声をかげだず。この辺で見だ事

もないくらい綺麗な綺麗なあね様だったず。 

 でも若者の聞いた事には答えないで、そのあね様は「おら、死にてぇ。おら、家さ戻り

たぐねぇ。死にてぇ」って泣き言
ごど

を言ったのだず。 

 若者は「何
な

んど？」って聞き直したず。 

 そしたら、「おら、このまま家さ行っても家の人にはこっ酷
ぴど

く怒られるし、叩かれる

し、ままもかせで(食べさせて)貰
もら

えねぇんだば、おら、死んだ方がマシだ」って言ったず

もな。そして、おいおいど泣いだず。 

 若者は、このあね様が何で死にたいのだがさっぱりわがんねがったずんども、「あぁ、

可哀想
かわいそう

なあねっこだなぁ」と思ったず。 

 さて、次にそのあね様が若者の手っこをつかんで、「兄
あん

様
さま

兄様、おらど一緒に死んでけ

ろ。な、お願いだ。死んでけろ」って縋
すが

り付いだず。 

 人の良い若者は、「おらみでぇな貧乏な男がこったら(こんなに)綺麗なあね様ど一緒に

死んだならば、おら幸せだなぁ」ってつい情に絆
ほだ

されで、「良
い

がべ(いいよ)」と言ってし

まったず。 

 さぁ、そしたらあね様は喜んで、若者の手を取って大きな木の下さ連れで行ったず。 

 そして、太い枝を見つけで丈夫な縄をかげだずもな。 

 そして、縄の両端を丸ぐしてびっしりど結んだず。 

 「兄様兄様、おめ様そっちの方さ頭突っ込んでけろ。おらこっちの方さ頭突っ込むすけ

ね(突っ込むからね)」って、「さぁ、いいがぁ。一緒にここから飛び降りるよ」と言っ

て、あれよあれよという間に 2 人で高い所から低い所へぼん、と飛び降りだず。 

 したんども(けれども)、若者はべたーっと地べたさ落ちでしまったずもな。あね様の方

を見だら、木の上さひょいと吊り上がってしまったず。 

 それを見だ若者は、あね様だげ 1 人死なせられねぇ、そう思ってまた若者は元の場所

からまた飛び降りだず。 
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 したんどもやっぱり地べたさべさっと落ちでしまったず。その度
たび

にあね様はひょいひ

ょいと吊り上がってしまったず。 

 「あぁ、おら死ねねぇ」 

 若者は 諦
あぎら

めであね様を降ろしたず。草の上さゆっくりど寝がせだら、ほんに綺麗な顔

っこして寝でいだったずもな。 

 若者は「あぁ、人ば 1 人殺してしまった」っておいおいど泣いだず。 

 したんども、なんぼ待ってもあね様は生き返らながったず。その内に日が暮れできたず

もな、若者は家さ戻って「あぁ、今日の事は夢であってほしいな。夢であってほしいな」

と考えでその晩は 1 つも寝付かれながったず。 

 次の日の朝間
あさま

、お日様が昇らない内に朝間早ぐ昨日の所へ行ってみだず。そしたら綺麗

なあねさまがやっぱり横たわっていだったずもな。 

 「あぁ、やっぱり夢でながった」 

 若者はどうしたらいいが分がらねぇで、ぼやぁっとしていだったず。 

 そしたら朝日が昇ってきたずもな、その朝日があね様の着物の裾
すそ

の方に射
さ

しかがった

ら、ひょいと黒いものが出たのだず。 

 なんだべなぁ、ど思って見でみだら、なんと獣の尻尾だったず。 

 お日様が、そしてずんずん昇るにつれで、あね様の頭の方さ、今度は耳っこがひょいひ

ょいど出てきだず。まぁ朝日がガンガンど射したら、綺麗なあね様は毛むくじゃらの狐に

なってしまったず。 

 若者はびっくりしたずんども、安心したず。 

 「人ば 1 人殺してしまって、大変な事したなぁ」と思ったずんども、「あぁ、狐でいが

った」と。 

 したども、待でよ、この狐、本当はおらば殺しにきたんでながったべがと思ったら、こ

の狐が先に死んで哀
あわ

れな事したなぁとも思っ

たず。 

 まぁこういう訳で、狐が綺麗なあね様に化

げで若者の命を取るべどしたずども、若者の

体の重さの事を考えなかったばっかりに、狐

っこは逆に自分が先に死ぬ羽目
は め

になったのだ

ず。 

 なんぼ狐が賢
さが

しくても、人間には敵
かな

わねえ

もんだのだず。 

 そういう話っこ、どっとはれ。 
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7．「タラつけサブ」 

語り:上條佳子（八戸童話会） 

むがぁしあったんず。 

タラつけ〈タラを運ぶ〉サんブがタラばべごさ〈牛に〉ずっぱどつけで歩いてきたんず。

村がら村をまわっては 

「タラよごあんすがぁ、タラよごあんすがぁ。〈いりませんか〉」 

って叫
さげ

んで歩いでらんだど。したっきゃ向ごっから鬼ばば出はっできて〈出てきて〉 

「サんブぁ、サんブぁ、わ〈おれ〉さそのタラけろ〈くれ〉じゃ。」 

ってへった〈言った〉ず。 

「ばんば、ばんば、タラければ、おら、商
あぎな

い〈商売〉にもなんにもなんねぇ。」 

ってへったっきゃ、鬼ばんば 

「けねんだばなんだば、うがば〈お前〉、かみしめるぁ〈食べてしまう〉。」 

ってへったどごで、サんブぁはおっかなぐなって 

「へだらかせぇ〈食え〉。」 

ってタラばけたず。鬼ばば、もりもりどみんな食ってしまったどごで、したっきゃ今度 

「サんブぁ、サんブぁ、わさそのべごけろでぁ。」 

ってへったず。サんブはまんだ〈また〉困ってしまって 

「ばば、ばば、わぁこのべごやれば明日がらあぎないになんねぇもんえぇ。」 

ってへったず。鬼ばば、まんだ怒
おご

って 

「けねんだばなんだば、うがばかみしめるぁ。」 

ってへったどごで、サんブはおっかなぐなって 

「へだらかせぇ。」 

べごばやったず。鬼ばば、まんだもりもりどみんな食ってしまって、次に 

「サんブぁ、サんブぁ、おら、おめぇが食いてぇ。」 

っていったどごで、サんブはおっかなぐなって、後
あど

も見ねんで〈見ないで〉でんでんでん

でんとふっ走
ぱし

ってふっ走
ぱし

って、茅刈
かやかり

んどぁ〈かやぶき屋根のかやを刈っている人〉どごさ

行って逃げだど。 

「カヤかりんどぁ、カヤかりんどぁ、いま、鬼ばばさぼられで〈追いかけられて〉きた。

おらば隠
かぐ

してけろでぁ。」 

ってへったど。カヤかりんどぁ 

「カヤの中さ隠
かぐ

れでらばいがべ。」 

ってへったど。サんブはカヤの中さちちゃーぐなってかぐれでらんだど。んだっきゃ鬼ば

ば、息切らせで走ってきた。 
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「カヤかりんどぁ、カヤかりんどぁ、今、こごさサんブぁは来ながったがぁ。」 

「なんど？サんブぁ？そったの来ねがったなっす。」 

「来ねんだばなんだば、おまえをかみしめてやるぁ。」 

ってへったどごで、カヤかりんどぁおっかなぐなって 

「カヤの中、見ろ見ろ。カヤの中、見ろ見ろ。」 

ってへったず。サんブは慌てで、後ろも見ねんでまんだふっ走
ぱ

せでふっ走
ぱ

せで〈走って走

って〉船大工
で え く

どぁどごさ行ったず。 

「船大工どぁ、船大工どぁ、いま、おら、鬼ばばさぼられできた。早く隠
かぐ

してけろで

ぁ。」 

んだっきゃ、船大工どぁ 

「船の下さ隠
かぐ

れでらばいがべ。」 

ってへったず。 

サんブは船の下さまだ、ちちゃーくなって隠れでらんだず。だら、まんだ、鬼ばばぼって

きて 

「はぁはぁ、船大工どぁ、船大工どぁ、こんごさサんブぁ来ねがったが。」 

ってへったず。 

「なんど？サんブぁ？そったの来ねがったなぁ。」 

ってへったず。 

「こねぇだばなんだば、うがばかみしめるぁ。」 

ってへったどごで、船大工どぁおっかなぐなって 

「船の下、見ろ見ろ。船の下、見ろ見ろ。」 

ってへったどごで、サんブぁまんだいっそいでふっ走って逃げで 

家
え

さ行って、戸棚がら干した栗っことって懐さ入れで、まげ〈屋根うらべや〉さあがって

まげがら縄っこ 

たらぁっと垂らして、待ってらんだず。んだら鬼ばば、まんだぼってきて、家
え

さ入ってき

たっきゃあ 

「ああ、人くせぇ、人くせぇ。あ、ここだな。」 

って、縄さズシッズシッと上っていったず。んだら、サんブぁ上がら栗っことってピチカ

チッピチカチッとかじったず。だら鬼ばば 

「わぁ、縄っこ切れるどごだ。おかねでぁ。」 

っておりだず。んだども、やっぱりサブ食いてぇどごで、まんだズシッズシッ上っていっ

たず。んだら、まだサブは上からピチカチッピチカチッ 

「ばば、ばば、縄っこ切れるどごだ、縄っこ切れるどごだ。」 

ってへったどごで、鬼ばば 
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「はぁ、しゃあねえなあ。」 

ってあぎらめで、ろさ火っこおこしてごろっと眠ってしまったず。 

「ガーガーガーガー。」 

鬼ばば寝だがなぁど思って、こそらぁとサんブは降りできて、ごんごんど煮だった鍋の湯

っこば、鬼ばばさどんっとかげだっきゃ、なんと鬼ばばじゃぐじゃぐじゃぐじゃぐじゃぐ

ぅと銭
じぇん

こ〈お金〉になってしまったんだど。 

この話っここれでどっとはらい。 

 

8．「猫のお尚さま」 

語り：千葉涼子（津軽・五所川原） 

昔
むがし

、ある山の上さ、わんつかだ〈小さな〉お寺あって、そごさお尚さまど猫のタマど暮

らしていだど。ある日、お尚さま、 

「タマやタマや。おらも年いったきゃ、托鉢さもでられねぐなって、お前
め

さめえものも食
か

へられねぐなってまったじゃ。お前
め

、どごがあづまし〈居心地がいい〉所
どご

みつけでそごさ

もらわいで行てけられねな〈行ってくれないか〉」 

そう喋ったきゃ、その日からタマお寺からいねぐなってしまったんだど。お尚さま、 

「わー、タマさ悪
わり

ごと喋
しゃべ

たな。タマ今頃どしてらべな。あづまし所
どご

さもらわいで〈もらわ

れて〉、めえもの〈うまいもの〉食
か

へでもらっていたべかな」 

そのごとばし〈ばかり〉考えていだど。 

そうしたきゃある日、庫裡の方
ほぢ

がら、ニャオーニャオー、猫のなき声こ聞こえて来た。 

「あれ、あれ、タマだじゃ。タマの声だじゃ。タマ戻ってきてけだ」 

お尚さま急いで庫裡さ行ったきゃ、猫のタマ、首がら米いっぱい入ったズダ袋ごとばぶら

下げでニャオーニャオーて泣いでだど。お尚さま、びっくりしてまって 

「タマやタマや。お前
め

、一体その米どしたんだば。どっから持って来たんだば」何聞いで

も、タマ、ニャンとも答えねぐてあったど。 

それがら、お寺さ米ねぐなれば、タマ、どごがらがズダ袋さいっぱい米いれで持って来た。 

「一体、タマどごがらこうして米続げて持ってくるんだべな…」 

不思議に思ったお尚さま、ある日、タマ出かけた後
あど

、後
あど

こつけで行ってみたど。 

何も知らねタマ、山坂
やまさが

降りで村の方
ほぢ

さ向がっていった。村の入
はい

り口さでっただ〈大きな〉

杉の木あって、そごまで行ったきゃタマの姿こ見えねぐなったど。見えねぐなったと思っ
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たきゃ、杉の陰がら若げぇお坊さま出はって来て村の中一軒一軒托鉢して回った。村の人

だぢ 

「あれあれあれ。ありがでえお経あげでもらった…。又
まだ

来てけへや」 

て喋って茶わんさ山盛りにもった米ごとばズダ袋さ入れでけだ。 

陽も西さ傾く頃になって、ひとどおり、村の中托鉢して回ったお坊さま、まだ来たどご戻

っていって村のはずれこの杉の木の所
どご

まで来たきゃ今度お坊さまの姿こ見えねぐなった。

見えねぐなったど思ったきゃ、タマ首から米いっぱい入ったズダ袋ごとばしぎし〈ひきず

り〉ながら出はて来たど。それごとば見だお尚さま、タマやタマや。ありがでありがでっ

て手こ合わせんだど。 

それがら何日がして、ある日、猫のタマ急に人間の言葉でお尚さまさ話しかけだど。 

「お尚さま、あど何日がしたら、庄屋さまの娘さま亡ぐなる。その時にお尚さまごとば迎

げに来るはんで必ずお寺に居でけへや」 

そして喋ったきゃ、又
まだ

タマ寺がらいねぐなったど。 

タマ喋たとおり、三日たったきゃ庄屋の娘さま亡ぐな

って、荼毘
ダ ミ

の長げぇ行列お墓さ向がって進んでいっ

た。丁度山の所
どご

まで来たきゃ娘さまの早桶〈お棺〉、ス

ーッて上さ上がったど思ったきゃ上でピタッと止ま

って動がねぐなっでしまった。 

「あれあれあれ。どうしたんだば、どうしたんだば。あれごとば早く下してもらってけろ」 

下で偉いお尚さま達一生懸命お経あげでも、その早桶ピクリとも動かねぐてあったど。 

そごさちょうど、杉の陰から出はってきたあの若げぇお坊さま通りかがって 

「山の上のお尚さまだばおろしてけるに良いびょん」 

って喋ってスタスタスタど行ってしまった。 

庄屋さま、若げ者ごとば使ってお尚さまごとば迎えにやったど。はっははっはって若げ者

にかってひっぱらいで息切らして来たお尚さま、早桶の下さ立ったきゃ静かにお経あげた

ど。 

「南無阿弥陀仏。南無阿弥陀仏」 

したきゃ〈そうしたら〉、今までピクッとも動かねぐてあった早桶、スーとおりで来て荼毘
ダ ミ

の行列今まで何事も無がったようにして、また進んで行ったんだど。庄屋さま 

「山のお寺のお尚さまこそ、三国一の名僧だ」 

って喋って、お寺新しくしでやっだど。お寺新しくなれば来る人もいっぱい増えてくる。

皆にかって「猫のお尚さま」、「猫のお坊さま」って呼ばられで親しまれでいだど。タマも

袈裟着で、ズダ袋こ下げて、お尚さまいく所行く所さ一緒ずに行ってお経あげてやったん

だど。 
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したばって〈しかしながら〉タマのお経、いづ聞いでも、 

「ナムカラヤーのトラヤーヤ。ヤーヤーヤーヤーヤーヤーヤ－」 

ってしか聞こえねぐてあったんだど。 

とっちばれ 

 

『こっただ面接 ある訳
わげ

ァねえ』 

柾谷 伸夫／作・演出 

   ～津軽弁と南部弁の面接バトル勃発!!～ 

 

男１ 長谷川  等（津軽弁） 

男２ 柾谷  伸夫（南部弁） 

 

           ＢＧＭ。 

          客席溶暗。 

          間。 

          ここは面接室のこころ。テーブル１つと椅子が２つ置いてある。椅

子に男１（津軽弁）が座っている 

          男１の声で舞台溶明。 

          下手から男２（南部弁）が入ってくる。 

 

男１ はい。次。受験番号９番。ありゃ、なんぼ縁起悪ィ番号だばな。まいねなこりゃ。 

男２ （入ってきてお辞儀をする）受験番号９番の岡
おが

田孝三郎であんす。シニア世代の再

就職試験、ありがとうございあんした。（座る） 

男１ （書類を見ながら）へえ、お前
め

、八戸の鮫だのが？ 

男２ そんであんす。生まれも育ちも鮫であんす。 

男１ オラ、津軽だんどもさ、鮫って地名、珍しいナ。昔、鮫でも獲れだんだが？ 

男２ よく分がりあんせん。 

男１ ん。お前さば郷土愛ずのァねェのが？ 
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男２ 意味ァ分がりあんせん。 

男１ あのな、自分の住んでいる 所
とごろ

の謂
いわ

れ、普通だば、これこれこうでだって喋るべェ

な。 

男２ ほれは、先入観。ほったらごど、いぢいぢ覚
おべ

でおりあんせん。 

男１ オラ、深浦だんども、謂れ、覚
おべ

でらよ。しかへるが？ 

男２ 深浦ずばどごであんす？ ワ、知りあんせん。 

男１ ちゃ、きまァやげるごど～。ナ、青森県民だべ。深浦を知らねェだばァんだばモグ

リだ。 

男２ 行ったごどァありあんせんがら。 

男１ 日本一の北金ケ沢のイチョウ、かぶど岩、千畳敷
じぎ

海岸。 

男２ 初めで聞ぎあんした。 

男１ 見
み

入
いり

山
やま

観音堂、行
ゆき

合崎
あいざき

海岸、あんべェァいいキャンプ場だ。北限の横
よご

磯
いそ

のエノキ、

太宰の宿：ふかうら文学館。 

男２ 北限の猿だば覚でおりあんすんども。 

男１ ワだって、覚でらに。 

男２ 太宰ずば、もしがして太宰治すか？ 

男１ お～、んんだ。やっとで通じだ。 

男２ 名
な

前
めェ

っこだけ。読んだごどァありあんせん。 

男１ なんぼ、まんだなァ!! 黄
こ

金
がね

崎
ざき

不老不死温泉、十二湖、白神山地。これェだば、どん

だっ？ 

男２ 聞いだごどァありあんすんども、やっぱしよぐ分がりあんせん。 

男１ へば、五所川原の立佞武多、鰺ヶ沢のわさお。どんだ？ 

男２ あ～、そえだば、どっちも覚
おべ

でおりあんす。テレビで見だごどァある。わさおの飼

い主、死にあんしたえなす。 

男１ 五所川原の向ごうが鰺ヶ沢。その隣が深浦。 

男２ そっただ遠い所
とご

、分がる訳
わげ

ァありあんせんがべ。 

男１ ワ～イ、きまァげる。見どごろ一杯の観光地：深浦のごど、な～んも知らねんだ。
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やめだ、やめだ。やる気ァねぐなった。ハア、戻れ、戻れ。 

男２ ちょ、ちょっと待ってけせでァ。ワ、面接に来あんしたんだ。 

男１ 面接官のオラ、やる気ァ無ぐなった。 

男２ ほえだば、困りあんす。こごしか残
のご

っておりあんせんがら。 

男１ そったらごど、知らね!! 

男２ ほえだば、聞ぎあんすんども、深浦の由来はなんであんす？ 

男１ 港
みなど

ァ深ェ浦になっているはんで。 

男２ 浦ずのァ何であんすべ？ 

男１ 知らねェな。 

男２ あ～、面接官だのさ、なまずろがんす。 

男１ なに～っ!! 面接官さ向がって、何だっきゃ、その態度ァ!!（怒鳴る） 

男２ 言い過ぎあんした。申し訳
わげ

ありあんせん。 

男１ 深浦はどんでもいい。時間けるはんで、スマホで鮫ば調べろ。 

男２ ありがとうございあんす。（スマホで調べる） 

男１ あんだ、ほえだば、まいねな。なしてだべど思ったら、すぐど調べねば。進歩ねェ

んで。 

男２ （調べながら）なしてだべど思ったごどァながったもんであんすがら。 

男１ 向上心Ｄ。（書類に書き込む） 

男２ （調べながら）じゃっ!! 

男１ 会社が６０歳以上を求める人材はえ……。 

男２ あっ、ありあんした。四つぐれェ説があるようであんす。島のそばずアイヌ語のサ

ム。砂鉄製錬がらきたサビ。小
ちゃ

っこい沢目がずっぱどあるサワ。これァ、難しい。

ん～と、仏教用語で風・霜の土地のサンマイがらきているそんであんす。 

男１ お前だは、どれだど思るんずよ？ 

男２ 急に聞がれでもなす。 

男１ 住んでるんだべ？答
こだ

えろ。 

男２ んだなす、沢目がずっぱどあるサワだべが。確かに、小
ちゃ

っこい沢がのろっとありあ
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んすがら。 

男１ ワは、アイヌ語だな。 

男２ 好ぎにしたらよがんすべ。 

男１ ありゃ、お前
め

の住所、鮫町字下
した

盲
もう

久
く

保
ぼ

？ 

男２ 下
しも

盲
めぐら

久
く

保
ぼ

。 

男１ 盲
めぐら

？差別用語だでばな。 

男２ ワァ付けだ訳
わげ

でありあんせん。 

男１ ２１世紀だもの。こっただ言葉よ使るより、鮫何丁目にしたらどんだんだ。 

男２ わがね。味もそっけもなぐなりあんす。 

男１ 市役所だの郵便 局
きょぐ

ァ仕事ァしやすくなるべェァな？ 

男２ そっただ問題でありあんせん。字名は無ぐしたぐありあんせん。 

男１ ほんだがい。して、他にどっただ字名ァあるんだ？ 

男２ 蟻
あり

子
こ

、金
かな

屎
くそ

、三
さん

四
し

郎
ろう

蒔
まぎ

目
め

、鉄
てっ

砲
ぽう

平
だいら

、綣
へそ

久
く

保
ぼ

。 

男１ おがしけた地名ばりだでばな。金屎？ こきたねェ。 

男２ 違る。砂鉄を製錬した時
とぎ

に出だカスをなげだ場所であんすんだ。 

男１ ほんだのが。なんで、なんでェ。興味ァねェんたふりして、結構、覚
おべ

でらでばな。 

男２ 叔父が住んでおりあんしたがら。 

男１ 叔父さんどァ、金屎って字名、気に入ってらったのがい？ 

男２ バス停は扇ケ浦になっておりあんす。 

男１ やっぱしな。バス停が金屎だば、（笑いながら）まいねもんな。 

男２ 意味があるがら大事にしねばながんすんだ。 

男１ お～、積極的になってきたでばな。向上心Ｃ。（書類に書き込む） 

男２ 面接官は新郷村さ行ったごどァありあんすが？ 

男１ ある。キリストの墓
はが

で有名な所
どご

だべ？ 

男２ おがしいどは思いあんせんがい？ なんして、あったら所
どご

さキリストの墓なんかあ

るのが。 

男１ 空、飛んできたんでねェのが。神様だもの。 
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男２ キリストァ鮫さも来ておりあんす。 

男１ ハア？ 

男２ マリエントァ？ 

男１ 行ったごどァある。眺めァいい所
どご

だべ。 

男２ マリエントの右下が恵比須浜。 港
みなど

のすぐ沖
おぎ

さトリピラず岩がありあんす。 

男１ トリピラ？ 外国語みった名
な

前
めェ

っこだな。 

男２ んだ。ワァヘブライ語でながべがど思っておりあんす。 

男１ まんだ～。無理にキリストさ結び付けるべェどしてらなァ？ 

男２ 鮫の漁師の言い伝えであんす。そのトリピラさキリスト夫婦が舟がらおじで、すぐ

前の崖の湧ぎ水よ、奥さんが手で掬って飲んだって伝わっておりあんす。 

男１ この話、観光パンフレットさ載ってらのがい？ 

男２ 載っておりあんせん。 

男１ な。面接で、嘘、喋ったらまいね。実直性Ｅ。（書類に書き込む） 

男２ 漁師だった、死んだ爺
じ

様
さま

がら聞ぎあんした。この世の中で、爺様よ一番尊敬してお

りあんすがら。 

男１ （書類を見ながら）ありゃ、確かに、尊敬する人、祖父ってあるでば。実直性Ｃに

格
かぐ

上げ。（書類に書き込む）んだば、ちょこっと聞いでもいいが？ 

男２ なんであんすべ？ 

男１ キリスト夫婦って喋ったえな。キリストに奥さん、いだんだが？ 新郷さだば 弟
おどうと

の墓
はが

ァあったよったんども、奥さんの墓
はが

はながった。だいたい、結婚していだずの

ァ聞いだごどァねなァ。 

男２ マグダラのマリア。 

男１ あっりゃ～、今度、まんだ横
よご

文字使って、この～っ!! マリアだらキリストの母親だ

べ？ 

男２ そのマリアどは違るマリアであんす。面接官、遅れでおりあんすよ。ダヴィンチ・

コード、見あんせんでしたがい？ 

男１ 映画？ こご何年も、見だごどァねなァ。 
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男２ ダヴィンチ・コードではなす、キリストの妻として描がれでおりあんした。 

男１ んだが、んだが。ありがっと。探究心Ａ。（書類に書き込む） 

男２ 申し訳
わげ

ありあんせんども、その何とが心とが何とが性、ＡとがＣとがＥずのォ、や

めでけあんせんがい？ 気ァ散って集中でぎあんせん。 

男１ お前
め

の評価の実況中継をしてやってらべェな？ 「あっ、まいね!!」とが「あ～、え

がった!!」って思るべ？ な、お前
め

のためを思って声に出してけでるんだ。 

男２ そったらのァいりあんせん。ワァ誠実に面接さへでもらっているだげであんすがら。 

男１ 誠実性Ａ、忠誠心Ｄ。（書類に書き込む） 

男２ したすけ……。 

男１ 志望動機さ、御
おん

社
しゃ

の地
ち

域
いぎ

密
みっ

着
ちゃぐ

の経営方針に感動して、ど書いでらな。 

男２ そう思いあんしたがら。 

男１ 地
ち

域
いぎ

密
みっ

着
ちゃぐ

ど喋るのァ簡単だ。どっただごどだど思ってるんだ？ 

男２ 読んで字の如しであんす。 

男１ へそまがり心Ａ。（書類に書き込むマネ） 

男２ そっただ項目ァありあんすのがい？ 

男１ （笑いながら）ある訳ねェべ。やぐど、やぐどだ。 

男２ おちょくるのァやめでけさい!! こごァ面接室であんすんでェ!!  

男１ 忍耐力Ｅ。（書類に書き込む） 

男２ したすけ……。 

男１ お前の考える地
ち

域
いぎ

密
みっ

着
ちゃぐ

ずのァ、どういうごどが喋ってみろ。 

男２ ワッツも、ヴァンラーレも、東北フリーブレイズも地
ち

域
いぎ

密
みっ

着
ちゃぐ

であんすっきゃァな。 

男１ わいは～。何ィ喋ってるが、なんもわがね。 

男２ 地
ち

域
いぎ

密
みっ

着
ちゃぐ

企業を謳
うだ

っているあんださん方が知らないだばなんだば、笑止千万であ

んすよ。 

男１ おっろ～。笑止千万。こ 難
むずが

しい言葉を覚でるごど～。勉学心Ｂ。（書類に書き込む） 

男２ ワッツはバスケット。ヴァンラーレはサッカー。東北フリーブレイズはアイスホッ

ケー。どれも、地
ち

域
いぎ

密
みっ

着
ちゃぐ

型
がだ

のスポーツチームであんす。こったのも知らねば、笑
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われあんすんでェ。ましてや、地
ち

域
いぎ

密
みっ

着
ちゃぐ

型
がだ

を謳
うだ

っている……。 

男１ オラ、深浦だって喋ったべな。八戸
はぢのへ

は仕事
し ご ど

で住んでいるだげだはんで。いいが？ ス

ポーツど企業は意味が違るべェァな。 

男２ 同じだど思いあんす。 

男１ スポーツチームァ、 客
きゃぐ

集
あづ

めで地
ち

域
いぎ

密
みっ

着
ちゃぐ

を謳っているだげだべな。八戸
はぢのへ

出身の選

手は少ねべェ？ 

男２ 仕
し

方
かだ

ありあんせんだ。勝だねばわがねェすけなす。 

男１ オラ方
ほ

ァな、稼
かへ

ぐ人は八戸
はぢのへ

。原材料は高くても八戸から調達。して、出来
で ぎ

上がった

製品は市内ばりでなぐ、県内、県外、この頃ァ、東南アジアさ輸出してらの。 

男２ （笑いながら）アッハ～。販売先
さぎ

が八戸でねェんだ。ほえだば、地
ち

域
いぎ

密
みっ

着
ちゃぐ

どはへ

れあんせんがべ。 

男１ （口に指を当てながら）チェ、チェ、チェ……。ほえだば、まいねの。働ぐ人さ、

どやって給料を払るが。 

原材料代をどやって払るが。販売先を拡大するごどが、回りまわって八戸の経済を

潤すごどになる。海外に輸出するのも八戸のため。販売先が八戸ばりだば、会社、

かまどけェしてまる。６０超えで、それぐれェ分がねのがい。 

男２ 仕
し

方
かだ

ァありあんせんがびゃァな。ず～っと使われでばりおりあんしたがら。 

男１ そっただ問題でねェべ。ほんつけねェごど～。 

男２ 会社のために必死に稼ぐ。４５年、そやって稼いできあんしたがら。 

男１ おっろ～!! 言い訳
わげ

。大の大人
おどな

が、面接で言い訳
わげ

してら。自己弁護Ａ（書類に書き

込む）。な、聞いでもいいが？ 

男２ 好ぎにしてくんしゃんせ。 

男１ ４５年間、お前、たんだ稼いでらったてが？ 会社の業績向上をわんつかでも考えだ

ごどァあるが？ 

男２ …間…、当だり前
め

であんす!! 

男１ 怪しいな。 

男２ 考えあんしたでばな!! 
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男１ 当だり前だべ!! の前さずんぶど間ァあったな。ほれさ、わざとらしい強調の仕方。

怪しい。 

男２ あんださんは、人の 心
こごろ

が読めあんすのがい？ 

男１ 残念だじゃ。ワァ、面接のために心理学、勉強したんだ。 

男２ ……。 

男１ どうしたェ？ 反論しねのが？ 

男２ 嘘であんしょ？ 

男１ 嘘。おっろ～!! 面接官のワとば嘘つぎ呼ばわりした。協調性Ｅ。（書類に書き込む） 

男２ ちょこっと心理学を学んだすけって、人の 心
こごろ

の中
なが

を読める訳
わげ

ァありあんせん。 

男１ ンニャ、読める。ワの叔母え、深浦でイダゴをやってらんだ。 

男２ ハア？ 

男１ 人の 心
こごろ

を読めねば仕
し

事
ごど

になんねェ。 

男２ 叔母さんがイダゴをやってるすけって、あんださんさ関係ァありあんせんがびゃァ

な。 

男１ チェ、チェ、チェ……。口
くぢ

寄せ代、１回、３０００円。ワの叔母え、人間だげでな

ぐ、犬でも猫
ねご

でも、頼まれれば、なんでもおろすんでェ。「オラ、あんだにあずがっ

てもらって、幸せな８
はぢ

年間だった。感謝の言
こど

葉
ば

もねェ。あの世さば、 仏
ほどげ

様はいね

んども、犬のお釈迦様みたのァいる。その周りで、オラんどァ仲
なが

良ぐ暮らしている。

したはんで、なんも心配いらねェ。あんだも、新
あだら

しい犬っことばめんこがって、楽

しぐ暮らしてけへ。８年間、本当にありがっと!! ワン!!」 

男２ したすけって、あんださんさ、人の 心
こごろ

を読む力があるどは限りあんせん。 

男１ チェ、チェ、チェ……。ワァえ、叔母がら、霊感が強いんども、 男
おどご

でなぐ女ごだば

えがったど喋らえでらんだ。 

男２ やぐ
嘘をつく

だいつけばわがながんす!! 

男１ やぐだいついでね。ワァ、７０近ぐなっても、なして面接官をやっているのが？ 社

長がよ、お前
め

は人の 心
こごろ

が読めるはんで、面接をず～っとやってでけろって頼まれ

でいるのえ。 
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男２ そごまでへるのだば、ワの心のなが、分がりあんすがい？ 

男１ 「この面接官、ちょこっとおがしい。」 どんでェ？ 

男２ その通りであんす!! 

男１ あっや～、それ、喋ったら……。慈愛心Ｅ（書類に書き込む） 

男２ あんださんがへろってへったすけ、正直にへっただげであんす。 

男１ あのな。ワが採用する側。お前は採用される側。立
たぢ

場
ば

をわぎまえで喋ねばえ。 

男２ どうへればいいのすか？ 

男１ ほんだな～。例
たど

えば、「ユニークな面接官」とが「人間味溢れる面接官」とが。いろ

いろあるべ。 

男２ ユニークは認
みど

めあんすんども、、どごァ人間味溢れでおりあんすのすか？ ワよちょ
からかう

しているだげであんすべ。 

男１ （口に指を当てながら）チェ、チェ、チェ……。ほえだば、まいねの。お前
め

は入社

でぎるかどうがの瀬
せ

戸
ど

際
ぎわ

。もし、落どされだら、お前、どやって暮らしていぐのえ。 

男２ ほえだばわがね。困りあんす。涙金の年金では暮らしていげあんせん。病身の嬶
かが

ど、

父
ちぢ

親ど母親の介護。ワァ稼がねば、オラ家
え

ァたぢゆがね。何とが、お願いいだしあ

んす。 

男１ おっろ～!! 今度ァ泣ぎ落どしだが。 

男２ ワァ、間
ま

違
ぢが

っておりあんした。あんださん方
ほう

ァいい会社だど思っておりあんす。パ

ンフレットさ、６０歳以上の高齢者よ積極的に採用ど書いでおりあんすきゃァな。

大したもんだど思いあんす。 

男１ 一貫性Ｅ。（書類に書き込む） 

男２ （パンフレットを指差し）ほれ、こごさ、採用されだ高齢者さも、社員 教
きょう

育
いぐ

を 施
ほどご

し、厚生施設も充実しているって。 

男１ （口に指を当てながら）チェ、チェ、チェ……。ほえだば、まいねのや。 

男２ ハア？ 

男１ これは会社案内のパンフレット。明るぐ爽やがにがコンセプト。額面通り信じれば

まいねびゃな。 
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男２ コンセント？ 

男１ コンセプト。理念、テーマ。 

男２ 違るんであんすか？ 

男１ 違ってはねんども、パンフレットずのァ、どごでもそんだべ？ 仕事はキヅイもの。

ブラック企業指定を免れるギリギリの残業は当だり前
め

。 

男２ ワァ、やる気だげは誰にも負げあんせん。採用していだだげだら、会社の力になれ

るど思る。いや、なれあんすっ!! 

男１ め～わぐだえな。採用予定数に対して５倍の応募者。お前
め

は、採用ラインにもうち

ょっとずどごだえな。 

男２ 何でもやりあんす。上司の指示には全面的
てぎ

に従いあんす。したすけ……。 

男１ 応募者は、みんな、お前ど同じごどを叫んでら。 

男２ 深浦、いい所
どご

であんす。立佞武多もわさおも、たまげでいいものであんす。 

男１ あのえ。立佞武多は五所川原。わさおは鰺ヶ沢。深浦どは関係なし。手のひらを返

したようにヨイショしてもまいね。馬
ば

脚
きゃぐ

をあらわすだげ。無節操Ａ（書類に書き込

む） 

男２ 深浦はいい所
どご

であんす。観光地として、蕪島や種差に負げねェ。国立公園になって

ねェのァおがしがんす。 

男１ 行ったごどァねェのさ、なんしてそごまで喋れるのえ。 

男２ あんださんを見でれば分がりあんす。あんださんの故郷
ふるさと

もいい所
どご

に間
ま

違
ぢが

いながん

す。 

男１ ごますり性Ａ。（書類に書こうとする） 

男２ そっただ項目ァありあんすのがい？ 

男１ ねェ。ねェけんども書きてェ。 

男２ （泣き半分で）おじ
からかう

ょくらねでくださりあんせ。ワァ本心をへっておりあんす。霊
れい

力
りょぐ

をお持ぢの面接官だば、分がっていただげるど思いあんす。お願いであんす。不

幸よ背負
し ょ

ってるワよ採用して下さりあんせ!! 

男１ じゃっ？ おがしい？ どやしても霊
れい

力
りょぐ

ァ働がねェじゃ。 
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男２ 集中して、ワよ見でけさい。本心だど分がるはずであんす。 

男１ （男を見つめる）……間……たいした 男
おどご

でねェな。あ～っ、 目
まなぐ

ァ泳いでら。 

男２ そったごどァありあんせん。ワァ面接官ばりを見でおりあんす。（じ～っと見つめる） 

男１ そったに見るなじゃ。めぐ
恥かしい

せェでばな。 

男２ ハア？ オラがい？ ワァ、めぐせ
みったぐなし

ェってが？ 

男１ ワ。自分がめぐせェって喋ってらの。 

男２ へってる、意味ァ分がりあんせん。とにかぐ、不採用になったら、親も嬶
かが

も困りあ

んす。 

男１ ほえでも、ワの一
いぢ

存
ぞん

で決まる訳
わげ

でねェ。上にあげでの検討。応募者が５倍だはんで。 

男２ 社長に可愛がられでおりあんすんだべ？ 何とがしてくださりあんせ。  

男１ まいね。何
なん

回
けェ

喋ればいいだして。感受性Ｅ。（書類に書く） 

男２ （若干泣きが入っている）お願いであんす。みな、Ａにしてけろどはへりあんせん。

記入した項
こう

目
もぐ

、せめで、ＢがＣに書ぎ直してけあんせんがい？ 両親の介護、嬶の

看病がこどであんす。したすけ……。 

男１ 泣ぎ落どしＡ。（書類に書き込む）な。お望み通りＡって書いでやった。これでいが

べ？ 

男２ （半泣き）そっただＡはいりあんせん。だいたい、そったら項
こう

目
もぐ

ァありあんせんが

べ？ 

男１ ないんども、ワは書きたいの。したって、Ａが欲しいんだべ。 

男２ （半泣き）あんださんさば、血も涙もねェのすか？ 

男１ あるでばな。人間だもの。 

男２ あんださば、ありあんせん!! 

男１ そごまで喋るんだば、見へるが？ 

男２ ハア、よごあんす。 

男１ ありゃ、 諦
あぎら

めるのがい？ 父っちゃや母っちゃ、嬶ァ悲しむべ。 

男２ ワの、いや、オラんど家
か

族
ぞぐ

を路頭に迷わせるのァあんださんであんす。 

男１ ちょこっと待で。まんだ、お前
め

が不採用って決まった訳
わげ

でねがびゃァな。 
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男２ 不採用に決まっておりあんす。 

男１ これがら会議を開いで決めるんだ。もしがへば……。 

男２ あり得ね。あんださんの態度を見れば分がりあんす。 

男１ わやだな。 諦
あぎら

めっぽいＡ（書類に書き込む）あっ、まんだ、Ａ、つけだじゃ。 

男２ その適当ささ、ワァえへこつけでいるんであんす。ワの人生がかがっているのさ、

あんださんは面白半分であんす。 

男１ フレンドリーだ面接をって思ったのさ、それが却って仇だったが。 

男２ えふりこぐのァやめでけさい。フレンドリー？ まんだ横文字お使いになって。どご

がであんす？ 

男１ 見解の相違だ。ワ、どの応募者さも、今ど同じ面接をしてるつもりだ。お前
め

が特
とぐ

別
べつ

でねェ。 

男２ あんださんに面接を受げだ人ァ不幸であんす。 

男１ おっろ～!! 聞きづてならねェ。どごまでラジァねェ人間だべ。仮にも、ワは面接官

で、お前は応募者。立
たぢ

場
ば

をわぎまえろ。融通がきがないＡ（書類に書き込む） 

男２ ハア、よごあんす。帰らせでいだだぎあんす。 

男１ まんだ時間があるでばな。も少し喋ったらいがべ。 

男２ 次の会社、探さねば……。 

男１ 諦
あぎら

めればまいねよ。次の就活、けっぱれ。嬶
かが

や、父っちゃ、母っちゃさも、宜しぐ

な。 

 

          楽しそうなＢＧＭが流れている。 

 

男２ （立ち上がりながら、超明るく）あ～、さぱかぱっとした～!! 

男１ どうしたェ？ 大丈夫だが？ 

男２ 面白がった～!! ありがとうございあんした!! 

男１ ありゃ、この人、おがしくなった。ワの所為だべが。 

男２ ワ、こうるさしねェ嬶
かが

ど２人暮らしだ。嬶のけっつさ敷がれでら。 
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男１ 何ィ喋ってらのえ？意味ァ分がね。 

男２ ワ、山
やま

岡
おが

産業さ再就職ァ決まってら。 

男１ ハア？ 

男２ この会社の親会社、山岡産業だ。 

男１ ……？ 

男２ こごの会社の面接官が、少しこったりねェず噂よ聞いだもんだすけよ。。 

男１ ワのごどが？ 

男２ んだ。したすけ、ちょんど、今日ァ空いでいだどごで、、どっただ面接官だべがど思

って来てみだのえ。噂通り、変てこりんだ面接官だった。いや、変てこりんでねェ。

ユニークだ面接官だ。ワ、好ぎだ。ワの好みの面接官だ。 

男１ どうも……。 

男２ （超元気に）千畳敷、話ほどではねェ、ワ、昔
むがし

、行合崎でキャンプしたごどァある。

いい所
どご

だった～!! 十二湖の青沼、超神秘的でえがった～!! 黄金崎不老不死温泉。

日本海に沈む夕陽の露天風呂。塩梅ァえがった、えがった～!! 深浦、いい所
どご

だでば

な。ありがとうございあんしたっ!!  

 

男２、一礼をして部屋を出て行く。 

唖然として見送る男１。 

間。 

 

男１ （ドアに向かって叫ぶ）つぼけゃこの～!!! なんぼ、はんかくせもんだば!!! 青沼

でね、青池
いげ

だ～!! なんだばや。きまやげるじゃ!!! 

 

          間。 

          楽しそうなＢＧＭが流れている。 

ゆっくり溶暗。 
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3.4 第 6 回南部弁の日 南部弁さみっと in 八戸 2018 来場者アンケート 

次から、「第 6回南部弁の日 南部弁さみっと in 八戸 2018」について、来場者のアンケ

ートの集計を示す。回答は 53 名よりいただき、有効回答数は 53である。表はすべて百分

率で表しており、小数点第 2 位以下を四捨五入して計算した。 

また、アンケートにある「語り」は、木下勝貴「鬼婆ど小坊主」、磯崎彬子「観音さまの

お授けのヘラ」、久慈瑛子「きつねのあね様」、藤原マチ子「母の眼玉」、上條佳子「タラつ

けサブ」、千葉涼子「猫のお尚さま」である。 

 

1．「共通語から南部弁への変換アプリの紹介」八戸工業大学・岩崎真梨子氏と学生による

講演に関するご感想は？ 

満足 まあまあ満足 
あまり満足 

できなかった 

満足 

できなかった 
その他 無回答 

41.5 49.1 3.8 0.0 1.9 3.8 

 

具体的には？ 

【回答：満足】 

・方言をこのようにアプリにすることは面白い。(60代・女性) 

・まだまだ収録語数をふやすことなど課題はありますが、こういうことを考えているこ

とが素晴らしいと思います。(40 代・男性) 

・津軽弁、南部弁でも両方わかって面白かった。(60代・女性) 

・更なるアプリの内容の充実を楽しみにしております。(20代・女性) 

・八工大での活動を知ることが出来てよかった。(50代・女性) 

・とてもいいと思った。(10代以下・女性) 

・学生さんの若者目線のアイデアがおもしろい。共通語で表現できないニュアンスを今

後も研究して下さい。(60代・女性) 

・どのお話も何とも心にしみるいいお話でした。(80代以上・男性) 

・八戸市内でもアクセントが違うのでアプリを作るにも大変な事と思いますが、若い

人々が南部弁を残そうとしていてくれるのが嬉しいです。(60 代・女性) 

【回答：まあまあ満足】 

・まだまだ言葉の変換数が少ないのでもっとたくさん言葉を考えていただきたい。(60

代・女性) 

・学生さんたちのがんばりにｂです。必要性は何でしょうか。音声を表記するのはむず

かしいと思いました。(50代・女性) 

・学生たちの一生懸命取り組んでいる姿勢に感銘を受けた。(80 代以上・男性) 

・発想がおもしろい。(50代・女性) 

・南部弁といっても地区により相違があるので地域を補記したり、他にもある言葉を表

記したらいい。(60 代・女性) 

・言葉が聞きとれなかった(アプリ)(80 代以上・男性) 

・目のつけどころが面白かった。若い学生が方言に眼をつけた所が素晴らしい。(70 代・

女性) 
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・方言を字にすると難しい。(60 代・女性) 

・南部弁を聞くと、「なつかしい、子供の時、そういうふうにいってたなあ」と思いまし

た。共通語が長いように思う。単語にしたらどうか。方言を知らない若い人が取り組

んでいるのがすごい!!(60代・女性) 

・アプリの出来そのものは良かったが、進め方が今一つ。もっとテンポ良くやったほう

がいいと思う。(40 代・男性) 

・ヘェーと思った。 

・そういうのがあればいいと思ったので、おもしろいです。(50 代・女性) 

・とりあげている表現の繋がりほしかった。(50 代・男性) 

【回答：あまり満足できなかった】 

・変換アプリはこれからも継続してほしい。(60 代・女性) 

【回答：その他】 

・わがここさ着いたときあったもかも終わってらったくどもどうせあまり上手な南部弁

でねがったと思ってる。(60代・男性) 

【無回答】 

・改良が必要ですが、素敵でございます。(50代) 

 

2.「語り」に関するご感想は？ 

楽しめた 
まあ 

楽しめた 

あまり 

楽しめなかった 
楽しめなかった その他 無回答 

79.0 17.0 0.0 1.9 1.9 0.0 

具体的には？ 

【回答：楽しめた】 

・4「観音さまのお授けのヘラ」で声を出して大笑い。6「母の眼玉」で思わずまなぐか

らめっちろが…。個性豊かな語りべの方々へ、ありがとう！たのしかった～!!（60 代・

女性） 

・どの話も楽しくまた聞きたいと思った。（60代・女性） 

・昔っこには境界がない。大事にしたいものです。（80 代以上・男性） 

・第 1部を聞けなかったのが残念!!（60 代・女性） 

・しっかり方言を使っているのが良い。南部弁は良く分からない所があったが何とか聞

きとろうという意識が働いた。（40代・男性） 

・昔っこよりは方言が興味深く聞けたように思う（60 代・女性） 

・釜石の言葉がおもしろかった。八戸童話会は子供たちにわかりやすくしているとかん

じた。(50代・女性) 

・子供の時を思い出した。 

・心温まる話しを、心温まる方言で聞くことが出来て非常に良かった。(40代・男性) 

・それぞれの地域性のでている内容、かたり、とても面白く感動。(70代・女性) 

・ベテランぞろいの語りの話術が味があって素晴らしかった。(80代以上・男性) 

・地域性の違いがわかった。(60 代・女性) 

・中高年の人たちがこんなに昔話を熱心に聞くとは驚き!!方言の力です。(60代・女性) 
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・皆様とても楽しかったです。ほんわか致しました。（50 代） 

【回答：まあ楽しめた】 

・各地域の方言による語りが聞けて良かった（50 代・女性） 

・おばあさんになる意味は？(60 代・女性) 

・非常によく理解出来たが、まだまだ方言で表現する箇所がある。※便所→へんつ 

聴衆が分からないときは、解説(共通語で)しながらでもいいので、このように方言を

多用すべき。(50代・女性) 

・1 つの話しが長かった。(50代・女性) 

・共通語は単語が入ってもかまわないと思う。(50代・男性) 

【回答：楽しめなかった】 

・つまらない（10代以下・女性） 

・おっと方言でへったらいがべなと思ってらのです。(60 代・男性) 

 

3.「演劇 柾谷伸夫(南部弁)・長谷川等(津軽弁)『こっただ面接 ある訳ァねえ』」に関す

るご感想は？ 

楽しめた 
まあ 

楽しめた 

あまり 

楽しめなかった 
楽しめなかった その他 無回答 

94.3 3.8 0.0 0.0 0.0 1.9 

具体的には？ 

【回答：楽しめた】 

・よがムすなす～！（60 代・女性） 

・ベテランのお二人の掛け合いはさすがベリーグットです！（60 代・女性） 

・津軽、南部両方の方言が楽しめた（50 代・女性） 

・いっぺーわらった!!(60代・女性) 

・めちゃくちゃおもしろかったです。(40代・女性) 

・津軽と南部を比べておもしろい内容でした。(60代・女性) 

・すっきりしました気持が(70代・女性) 

・南部弁も津軽弁もどっちも楽しめた。(60 代・女性) 

・二人のやりとりがすごく楽しかった。(80 代以上・男性) 

・津軽弁が自然で面白かった。面白かった(70代・女性) 

・いいね、方言 

・おもしろかった(50代・女性) 

・珍妙なやりとりが面白かった。(80 代以上・男性) 

・この新しいプログラムは生きた形での言葉の使用なので好ましい。(50 代・男性) 

・最終的には大逆転って感じでいがった。(60代・男性) 

・南部弁と津軽弁の比較、それぞれの魅力が出ていました。(50 代) 

・最高でした!!（60 代･女性） 

・おもしろかったです（60代･女性） 

・今まで見過ごしていた青森の魅力を発見できた。最高でした。是非また拝見したい！！

(40 代・女性) 



72 

 

・最高でした！♡（60代･女性） 

【回答：まあ楽しめた】 

・楽しめましたが完全に演劇で南部の日には？(60代・女性) 

 

4．地域の方言について、保存・継承していく必要はあるとお考えですか? 

大いにある ある程度ある わからない あまりない 全くない 無回答 

81.1 15.1 1.9 0.0 0.0 1.9 

その理由は？ 

【回答：大いにある】 

・地域の良さをストレートに伝えるコミュニケーション手段だと思う。(40代・男性) 

・方言も会社もリレーのようなものです(60 代) 

・受け継がれた地域の財産として伝承の必要(80 代以上・男性) 

・高齢者とのコミュニケーションに大切だと思う(60代・女性) 

・自分は年取った方の方言はきけるが、自分は同じように言えない(50代・女性) 

・学校の先生ですら、殆ど共通語での授業だけで、忘れている方または知らない方が多

い(80代以上・男性) 

・地域の文化だから、なくしてはならないと思う(70代・女性) 

・それがつまり方言は、それぞれのところのでったらだ特徴又は個性だと思うので(60

代・男性) 

・人類の移動の流れなど、表現ばかりではなく大切な資料としての責任をも持ち合わせ

ていると思うからです。(50代) 

・方言は地域の伝統だから。(60 代・女性) 

・ふだんから使っているのであれば保存も必要であるが、現代では標準語が共通語とな

っているので、残すのであれば CD保存(60代・女性) 

・八戸弁で話すことが多くなったこの頃です。微妙なこの気持ちを相手はすぐ察してく

れる。八戸弁っていいな(60代・女性) 

・自分も年を過ごしたら、方言を使いたいと思います。(60代・女性) 

・方言があるからこそ私たち生きる意味がある。(60代・女性) 

・方言は地域の歴史や文化の一つである。地方は中央より下あるいは方言が（50 代･女

性） 

【回答：ある程度ある】 

・方言がなくなってはこまりますが日常会話は無理かもしれません(60代・女性) 

・なくなるのは悲しいから(10代以下・女性) 

・方言のあたたかさを再認識したい(60 代・女性) 

 

5．プログラム全体のご感想やご要望などをお聞かせください。 

【ご感想】 

・今後も楽しみです(60 代・女性) 

・とっても良い内容だと思う。地域の良さを再確認できたように思う。(40代・男性) 

・よく南部独特の方言を拾い集めた！言霊あり！ 
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・ずっぱど、なまり弁楽しめました。(60代・女性) 

・すごくよいと思います。(40代・女性) 

・がんばっている人がこんなにたくさんいることがうれしかったです(60 代・女性) 

・来年も楽しみです。(50代・女性) 

・きちんとした情報提供があった上での楽しませるプログラムなのがよい(50代・男性) 

・プログラムは大変いいと思った。(80 代以上・男性) 

・司会者の方、先生、学生皆様、もう鼻濁音が言えなくなっている。東北人として気に

なる。(50代・女性) 

・昼の部、夜の部どちらも良かった。(70代・女性) 

・八戸の南部弁だけでないのがよかった。津軽弁もよかった。(60代・女性) 

・内容がいろいろで、あっという間のたのしい時間でした。岩手の弁もいいですね。も

ちろんおらほの弁も～。(60代・女性) 

・来年も楽しみにしています(60 代・女性) 

・これからも方言を伝えて行って下さい。(60代・女性) 

・次回も楽しみにしております。(80 代以上・男性) 

・初めてなので、来年も見てみたいです。(60代・女性) 

【ご要望】 

・なぜ 1 階、2 階で分けなければいけないのか？(60代・女性) 

・休憩が必要かもしれませんね！(50 代) 

・2回目ですが、午前からはじめて頂ければ遠くからでも参加できると思いました。(50

代・女性) 

・語り(昔こ)がもっとほしかった(60 代・女性) 

・若い人が出演出来るプログラムを、語りは 3人位でいいのでは。（50代・女性） 

 

6．今日の催しのことを、何で知りましたか？ 

新聞 ラジオ ポスター・チラシ 友人・知人 はっちHP その他 無回答 

24.6 4.6 18.5 23.1 9.2 10.8 9.2 

【その他の回答】 

・テレビ（10代以下・女性） 

・出演者（60代・女性） 

 

7．回答者の属性 

 10代以下 20代 30代 40代 50代 60代 70代 80代以上 不明 

男性 7.7 0.0 0.0 15.4 30.8 23.1 0.0 23.1 0.0 

女性 2.7 2.7 2.7 2.7 24.3 51.4 13.5 0.0 0.0 

不明 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 33.3 0.0 0.0 66.7 

全体 3.8 1.9 1.9 5.7 24.5 43.4 9.4 5.7 3.8 
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4．南部弁さみっと in 釜石 
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4. 南部弁さみっと in 釜石 

 2013（平成 25）年度の「第 1 回南部弁の日」の企画の中で、岩手県の南部弁も同じ南部

弁だけど、どこまでが南部弁なんだろう？、どこで違う方言になるんだろう？、岩手県の

南部弁とは、どんなふうに似ているのだろうなど、そういえば・・・という疑問が寄せら

れ、岩手大学の「おらほ弁で語っぺし」（事務局：岩手大学・大野眞男）と協力して、南部

弁同士の交流が始まった。 

今年度も 12 月 1 日（土）の八戸での第 6 回南部弁の日 南部弁さみっとｉｎ八戸 2018」

に続き、2019年 1月 27 日（日）に、震災後建設された釜石市民ホール［TETTO］で、漁火

の会と共に「おらほ弁で昔話を語っぺし南部弁さみっと in釜石」を開催した。 

 釜石は、東日本大震災の折には、大変な津波被害を受けた地である。そこで活動する「漁

火の会」（会長：須知ナヨ氏）のみなさんとは、八戸で行っている「南部弁さみっと in 八

戸」においでいただいて南部弁つながりのご縁を結び、この共同事業が継続している。八

戸童話会の柾谷伸夫氏・木下勝貴氏の南部弁のお二人と、津軽方言の語り部である千葉涼

子氏も参加した。共に歩む語り部同士、交流が深まり、釜石での語りに厚みが出た。 

今年度は新しい企画として、昭和 56 年 7 月 31日に釜石・大槌造形教育研究会によりま

とめられた方言絵本『こどもがつくった絵本 ふるさとはそこに』を基に、「漁火の会」の

みなさんが方言を用いて再構築したお話を、子供たちの描いた絵をスクリーンに映しなが

ら語るという試みがおこなわれた。 

また、仲原穣氏による沖縄方言の

「桃太郎」も披露された。 

 プログラムは以下のとおり。 

 

1．挨拶：大野眞男氏 

 

2．漁火の会の語り 

『ふるさとはそこに』を基にした語り 

磯崎彬子「大蛇になったとさ」 

千葉まき子「じんべい様」 

和田京子「タコとサル」 

菊池有美子「ゆめ長者」 

藤原マチ子「折合川の河童」 

北村弘子「猿の花嫁」 

 

 京都方言の語り 

本田尚子「旅商人と熊蜂」 

 

3.わらべ唄 

 本田尚子「一兵衛さん」 
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4．青森からのゲストの語り 

司会：今村かほる 

 

木下勝貴 「クジラと坊さま」 

     「うすのろのグス」 

 

千葉涼子 「嫁の願掛け」 

      「屁っぴり嫁ゴ」 

 

柾谷伸夫 「欲たかり婆が屁よたれだ」 

     「目尻に目薬」 

     「宝のふぐべ」 

 

 

 

5.沖縄からのゲストの語り 

    中原 穣 「桃太郎」 

 

 

6．釜石の方言寸劇 漁火の会  「へっぴり嫁ご」 

 

   

 

 

 

 

 

 

7． 私の好きな釜石弁 

 来場者に「私の好きな釜石弁」のアンケートを

行い、結果発表をおこなった。 

 1 位は「おしょうす（恥ずかしい）」だった 

 「さようなら」にあたる釜石弁で 1 位になっ

たのは、「んでね」であったため、最後はまた来

年も会いましょうという意味を込めて「んでね。」

と会場全員で声を掛け合い閉幕した。 

 

 

8．閉会の挨拶 今村かほる 
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おわりに 

 

方言で被災地のみなさんを元気づけ・勇気付けることをするために、方言研究者には、

地域の学生にはどんなことができるのだろうか？研究者には研究しかできない。その限界

を見極めつつ、そこから一歩飛び出して、研究を研究者だけでなく、地域の皆さんを一方

の主役として行うことはできないかと考えるようになった。そのひとつの答えとして、地

域のみなさんの期待を受けた方言イベント「南部弁の日」を行い、今年度で６回を迎えた。

自分たちの方言に誇りを持ち、子や孫の世代に語って聞かせる姿が、方言を昆虫採集のよ

うに単語を収集し、並べて満足するのではなく、使えることばとして継承していくことに

つながっていくことを願ってはじめたこのイベントに、語り部を目指す地域住民のみなさ

んも出演してくれている。この会をきっかけとして、語り部同士の友好関係が築かれ、楽

しみながら活動を拡げていける絆ができつつある。 

 2015 年度に立ち上げた青森県の語り部ネットワークは、順調に活動している。今年度

は、方言を次世代に繫いでいくための試みとして、八戸工業大方言学の岩崎真梨子先生と

学生たちの活動報告を行い、開発中のアプリケーションソフトの実演をおこなった。方言

とＡＩという取り合わせに、学問の力を応用するひとつの新しい取り組みとなった。 

 また、昨年度示された新しい学習指導要領の改訂を受けて、今後、「方言と共通語」の授

業をどう展開するのかを考えた時、「先生１人でがんばらなくていいい授業」・「語り部参加

の授業」という方向を提示することができた。 

こうした社会教育としての方言教育として、もっと広く一般に開かれたものを目指し、 

2014 度から、「方言でつながる」を目標に、津軽弁・南部弁（青森県）だけでなく、岩手

県の南部弁も含め活動してきた。その一つとして釜石の「漁火の会」のみなさんとの交流

がある。被災地釜石の町は新しい建物が建ち、今年はその釜石市民ホールの中の TETTO

を会場として開催した。復興に向けて進みつつある釜石で、ラグビーワールドカップも開

かれる。 

 先祖から受け継いだ大切なものであり、自分たちの生きた証としての方言を、どうやっ

たら残せるのか、力を貸してほしいと、最初に地域の方からお聞きしてから 7 年が経とう

としている。「南部弁の日」の観客の方が「先生、よかったよ。ほんとによかった。泣いだ。」

とわざわざ握手をしに来てくださった。これでいいのか、このままでいいのか、悩み迷い

続けている自分の後押しをして下さっているように感じた。方言が人々を元気にしている

様子を見ると、研究者としてなすべきことのひとつに、今、方言をきちんと記すことと、

その方言を使えるものとして次の世代に受け継ぐ工夫の両方が必要だと深く感じる。研究

者としてなすこと、研究者として地域のみなさんや先生方を支援していくこと、地域に有

用な学生を送り出すこと、どれも大切な取り組みであることに間違いはない。 

 

 最後に、心からの信頼の下、常に励まし・お力を貸してくださった皆様方に心から感謝

申し上げる。今後も被災地のみなさんと共に歩めることを誇りとして、精進していきたい。 

 

弘前学院大学 文学部 今村 かほる 
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